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はじめに

この『Open Client/Server 設定ガイド UNIX 版』では、次のプラットフォー
ムでシステムを設定して Open/Client Server™ 製品を実行する方法につい
て説明します。 

• HP Tru64 UNIX

• HP 9000 HP-UX

• IBM RISC System/6000 AIX

• Linux

• Silicon Graphics IRIX

• Sun Solaris 2.x (SPARC)

各プラットフォームでサポートしているバージョンとオペレーティング・
システムについては、使用しているプラットフォームの『リリース・ノー
ト』を参照してください。

対象読者 このマニュアルは、Sybase のシステム管理者、Sybase データベース管理
者、開発者を対象としています。ここでは、アプリケーションのプログラ
ミングよりも、システム管理の点から、設定作業とトピックを説明します。

このマニュアルの内容 『Open Client/Server 設定ガイド UNIX 版』は次の 3 部によって構成されて
います。 

• 設定手順

• 設定ユーティリティ

• 設定に関する参照情報

設定手順 • 「第 1 章 設定の概要」 では、設定プロセスの概要と設定に必要な条件
について説明します。

• 「第 2 章 Open Client の基本設定」では、クライアント・アプリケー
ションをサーバに接続する方法について説明し、必要な設定作業を列
挙します。

• 「第 3 章 Open Server の基本設定」では、Open Server アプリケーショ
ンがクライアント接続要求を受信するための方法について説明し、接
続に必要な設定作業を列挙します。

• 「第 4 章 Sybase フェールオーバのための Open Client の設定」では、
フェールオーバ中に Open Client アプリケーションがセカンダリ・
サーバに接続できるようにするための設定に必要な手順について説
明します。
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• 「第 5 章 ディレクトリ・サービスの使い方」では、アプリケーションが
ディレクトリ・サービスから設定情報を取得する方法について説明し、ア
プリケーションがディレクトリ・サービスを使用するのに必要な設定作業
を列挙します。

• 「第 6 章 セキュリティ・サービスの使い方」 では、アプリケーションがネッ
トワークをベースとしたセキュリティ・サービスを使用する方法について
説明し、必要な設定作業を列挙します。

設定ユーティリティ • 「第 7 章 dscp の使用」では、ディレクトリ・サービスと interfaces ファイ
ルのサーバ・エントリを設定する、dscp コマンド・ライン・ユーティリ
ティを使用する方法について説明します。 

• 「第 8 章 dsedit の使用」では、dsedit ユーティリティを使用して、ディレ
クトリ・サービスと interfaces ファイルのサーバ・エントリを設定する方
法について説明します。dsedit はグラフィカル・ユーザ・インタフェース
を使用した Windows ユーティリティです。

設定に関する参照情報 設定トピックは、設定情報のソースごとに付録として分類されています。 

• 「付録 A 環境変数」では、Open Client/Server 製品で使用する環境変数をリ
ストし、その設定方法について説明します。

• 「付録 B 設定ファイル」では、設定ファイルの概要を示し、次の点につい
て説明します。 

• libtcl.cfg ( ドライバ設定ファイル )

• interfaces (interfaces ファイル )

• ocs.cfg ( ランタイム設定ファイル )

• 「付録 C ローカライゼーション」では、ローカライゼーション・ファイル
の概要を示し、次の点について説明します。 

• locales.dat ファイル

• objectid.dat ファイル

• mnemonic.dat ファイル

• 変換設定ファイル

• ローカライズされたメッセージ・ファイル

• 照合順ファイル

• 「付録 D DCE セキュリティ・サービス」では、DCE セキュリティ・ドラ
イバがサポートするセキュリティ・サービスをリストし、Open Client/Server
セキュリティ・メカニズムとして使用するための DCE の設定条件につい
て説明します。
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• 「付録 E CyberSafe Kerberos セキュリティ・サービス」 では、CyberSafe
Kerberos セキュリティ・ドライバがサポートするセキュリティ・サービス
をリストし、Open Client/Server セキュリティ・メカニズムとして使用する
ための CyberSafe の設定条件について説明します。

• 「付録 F Open Client/Open Server の SSL (Secure Socket Layer)」 では、Open
Client および Open Server の SSL サポートと、SSL (Security Socket Layer) プ
ロトコルの使用に必要なシステム設定作業について要約します。

その他の情報ソース Sybase Getting Started CD、Sybase Technical Library CD、Technical Library Product
Manuals Web サイトを利用すると、製品について詳しく知ることができます。 

• Getting Started CD には、PDF 形式のリリース・ノートとインストール・ガ
イドが収録されています。また、その他のマニュアルや、Technical Library
CD には含まれない更新情報が収録されることもあります。この CD は製
品のソフトウェアに同梱されています。Getting Started CD に収録されてい
るマニュアルを参照または印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要で
す (CD 内のリンクを使用して Adobe の Web サイトから無料でダウンロー
ドできます )。

• Technical Library CD には製品マニュアルが入っており、この CD は製品の
ソフトウェアに同梱されています。DynaText リーダー (Technical Library
CD に収録 ) を使用すると、この製品に関する技術情報に簡単にアクセス
できます。

Technical Library のインストールと起動の方法については、マニュアル・
パッケージに含まれている『Technical Library Installation Guide』を参照し
てください。

• Technical Library Product Manuals Web サイトは、Technical Library CD の
HTML バージョンで、標準の Web ブラウザを使ってアクセスできます。
また、製品マニュアルのほか、EBFs/Updates、Technical Documents、Case
Management、Solved Cases、ニュース・グループ、Sybase Developer Network
へのリンクもあります。

Technical Library Product Manuals Web サイトにアクセスするには、Product
Manuals (http://www.sybase.com/support/manuals/) にアクセスしてくだ
さい。

Web 上の Sybase 製品
の動作確認情報

Sybase Web サイトの技術的な資料は頻繁に更新されます。

❖ 製品認定の最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Technical Documents を指定します。 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/)

2 左側のナビゲーション・バーから [Products] を選択します。

3 製品リストから製品名を選択し、[Go] をクリックします。

4 [Certification Report] フィルタを選択し、時間枠を指定して [Go] をクリッ
クします。

http://www.sybase.com/support/manuals/
http://www.sybase.com/support/techdocs/
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5 [Certification Report] のタイトルをクリックして、レポートを表示します。

❖ Sybase Web サイト ( サポート・ページを含む ) の自分専用のビューを作成する

MySybase プロファイルを設定します。MySybase は無料サービスです。この
サービスを使用すると、Sybase Web ページの表示方法を自分専用にカスタマ
イズできます。

1 Web ブラウザで Technical Documents を指定します。 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/)

2 [MySybase] をクリックし、MySybase プロファイルを作成します。

Sybase EBF とソフト
ウェア・メンテナンス

❖ EBF とソフトウェア・メンテナンスの最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Sybase Support Page (http://www.sybase.com/support) 
を指定します。

2 [EBFs/Maintenance] を選択します。すでに Web アカウントをお持ちの場合
はユーザ名とパスワードを要求されますので、各情報を入力します。Web
アカウントをお持ちでない場合は、新しいアカウントを作成します。サー
ビスは無料です。

3 製品を選択します。

4 時間枠を指定して [Go] をクリックします。

5 EBF/Maintenance レポートを表示するには [Info] アイコンをクリックしま
す。ソフトウェアをダウンロードするには製品の説明をクリックします。

表記の規則 このマニュアルでは、次の表記規則を使用します。 

• 入力するコマンドは、次のように表記します。 

this font

• インストール環境に適した値に置き換える言葉や文字は、次のように表記
します。 

this font 

• ファイル名とディレクトリは次のように表記します。

/usr/u/sybase

• プログラム名、ユーティリティ名、プロシージャ名、およびコマンド名は
次のように表記します。

dscp

http://www.sybase.com/support/techdocs/
http://www.sybase.com/support
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このマニュアルでは、次の構文表記を使用します。

表 1: 構文の表記規則

不明な点があるときは Sybase ソフトウェアがインストールされているサイトには、Sybase 製品の保
守契約を結んでいるサポート・センタとの連絡担当の方 ( コンタクト・パーソ
ン ) を決めてあります。マニュアルだけでは解決できない問題があった場合に
は、担当の方を通して Sybase のサポート・センタまでご連絡ください。

構文要素 意味

command コマンド名、コマンド・オプション名、ユーティリティ名、

ユーティリティのフラグなどのキーワードは、太字で表記さ
れる。

variable 変数 ( ユーザが入力する値を表す語 ) は斜体で表記する。

{ } 中カッコは、その中から必ず 1 つ以上のオプションを選択し
なければならないことを意味する。コマンドには中カッコは

入力しない。

[ ] 角カッコは、オプションを選択しても省略してもよいことを

意味する。コマンドには角カッコは入力しない。

( ) このカッコはコマンドの一部として入力する。

| 中カッコまたは角カッコの中の縦線で区切られたオプション

のうち 1 つだけを選択できることを意味する。

, 中カッコまたは角カッコの中のカンマで区切られたオプショ

ンをいくつでも選択できることを意味する。複数のオプショ

ンを選択する場合には、オプションをカンマで区切る。
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第  1  章 設定の概要

UNIX 用の『インストール・ガイド』の指示に従って、Open Client か Open
Server をインストールしてから、このマニュアルを読んでください。Open
Client は、SDK (Software Developer’s Kit) の一部としてパッケージされてい
ます。

この章では、Open Client と Open Server の設定プロセスの概要を説明します。 

Open Client と Open Server について
Open Client は、dblib と ctlib という 2 つの API ( アプリケーション・プロ
グラミング・インタフェース ) と、Net-Library™ を提供します。これらの
製品を使用することで、Adaptive Server アプリケーション、Open Server ア
プリケーション、サード・パーティの製品、カスタマ・アプリケーショ
ン、その他の Sybase 製品の間で通信することが可能になります。

Open Server は、カスタム・サーバの作成に必要なツールとインタフェー
スを提供します。Open Client と同様に、プログラミング API と Net-Library
(DB-library™ を除く ) がクライアントや他のサーバとの通信を可能にしま
す。さらに Open Server は、次の機能を持つルーチンも提供します。 

• 複数のクライアント接続を処理する。

• クライアントとの対話をスケジュールする。

• エラー条件を処理する。

• サーバから要求されたその他の機能を実行する。

Open Client と Open Server の詳細については、次のマニュアルを参照して
ください。 

• 『Open Client Client-Library リファレンス・マニュアル』

• 『Open Client DB-Library リファレンス・マニュアル』

• 『Open Server Server-Library リファレンス・マニュアル』

トピック名 ページ

Open Client と Open Server について 1

設定の概要 2

設定作業 3



設定の概要 

2  Open Client and Open Server

設定の概要
Open Client/Open Server ソフトウェアを正しく機能させるには、特定の情報が
必要です。「設定」とは、この情報を使用できるようにシステムを準備するプ
ロセスです。

Open Client と Open Server は、設定された情報を使用して次の処理を行います。 

• Open Client (DB-library を除く ) または Open Server アプリケーションを初
期化する。

• Adaptive Server® または Open Server アプリケーションとの接続を確立する。

注意 注意書きがある場合を除いて、このマニュアルの内容は DB-Library と
Client-Library™ の両方に適用されます。

特に DB-Library は初期ローカライゼーション値を決定するのに環境変数を使用
せず、libtcl.cfg ファイルを調べません。ただし、SYBASE 環境変数と DSQUERY
環境変数は調べます。

DB-Library の詳細については、『Open Client DB-Library/C リファレンス・マニュ
アル』を参照してください。

初期化プロセス

アプリケーションを初期化するために、Open Client と Open Server は次のアク
ションを行います。

• SYBASE 環境変数を使用して Sybase インストール・ディレクトリのロケー
ションを決定する。

• ロケール固有 POSIX 環境変数 LC_*、LANG、LC_ALL、LC_COLLATE、
および locales.dat ファイルを使用して、アプリケーションがどの言語、文
字セット、照合順を使用するかを決定する。

• libtcl.cfg  ファイルを使用して、必要に応じてディレクトリ・ドライバ、セ
キュリティ・ドライバ、ネットワーク (Net-Library) ドライバをロードする。

接続プロセス

クライアントとサーバは「接続」を介してお互いに通信します。クライアント・
アプリケーションがサーバ・アプリケーションに接続するには、サーバ・アプリ
ケーションがクライアントの接続要求を受信していなければなりません。
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接続するために、Open Client は次のアクションを行います。

• DSQUERY 環境変数を使用して、ターゲット・サーバの名前を決定する。
DSQUERY は Open Client アプリケーションがターゲット・サーバの名前
を指定していない場合にだけ使用します。DSQUERY とアプリケーション
の両方で指定した場合、アプリケーションの指定が優先されます。

• ディレクトリ・サービスと interfaces ファイルを使用してターゲット・サー
バのアドレスを取得する。

注意 DB-library は interfaces ファイルを使用してサーバのみ検索できます。

接続要求を受信するために、Open Server は次のアクションを行います。

• DSLISTEN 環境変数を使用して Open Server アプリケーションの名前を決
定する。

• interfaces ファイルとディレクトリ・サービスを使用して、Open Server ア
プリケーションのアドレスを指定する。

注意 DSLISTEN は Open Server アプリケーションが初期化時にサーバを指
定していない場合にだけ使用します。

設定作業
Open Client/OpenServer 製品がアプリケーションを初期化して接続を行う前に、
いくつかの基本的な設定作業を行います。 

• ターゲットのデフォルト・サーバと初期ローカライゼーション値を指定する
ように、環境変数を設定する。Open Client と Open Server アプリケーション
がサーバの名前を明示的に指定していない場合は、DSQUERY と DSLISTEN
の値が使用されます。

• ターゲット・サーバのアドレスが使用可能かどうかを確認する。

• 必要であれば、ネットワーク・ドライバを設定する。

次のいずれかを使用する場合は、追加作業が必要です。 

• ディレクトリ・サービス

• セキュリティ・サービス

• 初期ローカライゼーション値とカスタム・ローカライゼーション値、または
初期ローカライゼーション値の代わりにカスタム・ローカライゼーション値

第 2 章以降では、設定手順を説明します。それぞれのインストール環境に該当
する章を参照してください。
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第  2  章 Open Client の基本設定

この章では、Open Client に必要な基本の設定を説明します。 

注意 注意書きがある場合を除いて、この章の内容は DB-Library と Client-
Library の両方に適用されます。 

特に DB-Library は初期ローカライゼーション値を決定するのに環境変数
を使用せず、libtcl.cfg ファイルを調べません。ただし、SYBASE 環境変数
と DSQUERY 環境変数は調べます。

DB-Library の詳細については、『Open Client DB-Library/C リファレンス・
マニュアル』を参照してください。

Open Client の設定の概要
すべての Open Client アプリケーションは、次のような基本設定情報を必
要とします。これらの情報は、初期化時と接続時に取得されます。

注意 項目 1 ～ 3 (DB-Library には適用されません ) は、Open Client Client-
Library アプリケーションが cs_ctx_alloc または cs_ctx_global ルーチンを
呼び出す場合に行われます。項目 4 ～ 6 は、Open Client アプリケーション
が ct_connect を呼び出す場合に行われます。

1 SYBASE 環境変数に定義されている Sybase インストール・ディレク
トリのロケーション。 

2 ロケール名。Open Client は次の POSIX 環境変数の値をロケール名と
して使用します。 

• LC_ALL 

• LANG (LC_ALL が定義されていない場合 )

トピック名 ページ

Open Client の設定の概要 5

Open Client の設定作業 7

Client-Library の互換性 9
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Open Client はあとからこの値を使用して locales.dat ファイルからローカ
ライゼーション情報を取得します。どちらの環境変数も定義されていない
場合は、Open Client はロケール名として「デフォルト」を使用します。

3 ローカライズされたメッセージ・ファイルと文字セット・ファイル。Open
Client は、locales.dat ファイルを調べて、上記の手順で指定したロケール
名と一致するエントリを探し、locales.dat ファイルに設定されているロー
カライズされたメッセージ・ファイルと文字セット・ファイルをロードし
ます。

4 ターゲット・サーバの名前。Open Client は、いずれかのソースからこの順
序でターゲット・サーバの名前を取得します。 

a ct_connect ( または dbopen) に対する呼び出しにサーバ名を指定でき
るクライアント・アプリケーション。isql などのアプリケーションの
中には、コマンド・ライン・オプションを使用してターゲット・サー
バの名前を指定できるものもあります。

b アプリケーションがターゲット・サーバを指定していない場合、
DSQUERY 環境変数。

c DSQUERY が設定されていない場合は、デフォルト名の SYBASE。

5 ターゲット・サーバのネットワーク・アドレス。Open Client は、ディレク
トリ・サービスまたは interfaces からターゲット・サーバのアドレスを取
得します。DB-Library は libtcl.cfg ファイルを調べず、interfaces ファイル
にアクセスします。

• ディレクトリ・サービス － Open Client は libtcl.cfg ファイルの 
[DIRECTORY] セクション内のエントリを探して、サーバ・アドレス
情報をどこで調べるかを決定します。CS_DS_PROVIDER プロパ
ティの設定値によって、アプリケーションがどの [DIRECTORY] エ
ントリを検索するかが決定されます。プロパティが設定されていな
い場合は、[DIRECTORY] セクションの最初のエントリがデフォルト
で使用されます。

• interfaces － ディレクトリ・サービスが使用されていない、または使
用されていても機能していない場合は、Open Client は interfaces ファ
イルを調べて、前の手順で指定した名前と一致する SERVERNAME を
検出し、それに対応するターゲット・アドレスを使用します。

6 ネットワーク・ドライバの名前 (DB-Library には適用されません )。Open Client
は、libtcl.cfg の [DRIVERS] セクションを調べて、どのネットワーク・ドライ
バをロードするかを決定します。

表 7-2 (43 ページ ) の「トランスポート・タイプ」は、有効なネットワーク・
プロトコルを示します。この値は、どのネットワーク・ドライバをロード
するかを決定します。「ネットワーク・ドライバの追加」(72 ページ ) では、
ネットワーク・ドライバを追加する手順を説明します。



第 2 章    Open Client の基本設定

設定ガイド 7

7 セキュリティ・サービス・ドライバの名前 (DB-Library には適用されませ
ん )。Open Client は、libtcl.cfg の [SECURITY] セクションを調べて、どの
セキュリティ・ドライバをロードするかを決定します。

セキュリティ・サービスの詳細については、「第 6 章 セキュリティ・サー
ビスの使い方」を参照してください。

Adaptive Server バージョン 12.5 では、以前のバージョンで格納されたデータと
は異なる制限を持つデータを格納できます。CS_VERSION_125 が init 時に設定
される場合、CT-Library クライアントは新しい制限を使用できますが、DB-
Library クライアントは使用できません。また、クライアントも、データが使
用できる新しい制限を処理できる必要があります。Open Client バージョン
12.5.1 は、Adaptive Server 12.5.1 の制限をサポートします。Open Client と Open
Server の旧バージョンを使用している場合は、次の処理を行ったときにデータ
を処理できません。 

• Adaptive Server バージョン 12.5.1 へのアップグレード

• 幅広いカラムを持つテーブルの削除と再作成

• 長いデータの挿入

Open Client の設定作業
Open Client が正しくクライアント・アプリケーションを初期化して接続要求を
実行するには、次の作業を行ってください。

1 次のように、環境変数を設定します。

LC_ALL または LANG 環境変数を任意のロケール名に設定します。指定
するロケール名は、locales.dat ファイルのエントリに対応させてください。 

LC_ALL または LANG を設定しない場合は、locales.dat の「デフォルト」
エントリがアプリケーションで使用するローカライゼーション値を反映
していることを確認してください。

環境変数の設定方法については、「付録 A 環境変数」を参照してください。

2 ローカライゼーション・ファイルを次のように設定します。

locales ファイルに指定されている言語、文字セット、照合順と一致する
ローカライゼーション・ファイルがあることを確認してください。

アプリケーションが「カスタム・ローカライゼーション値」を使用する場
合は、LC_ALL、LC_COLLATE、LC_TYPE、LC_MESSAGE、または LC_TIME
環境変数をロケール名に設定します。アプリケーションがどの環境変数を
使用するかわからない場合は、すべての環境変数を希望のロケール名に設
定してください。
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3 DSQUERY 環境変数をターゲット・サーバの名前に設定します。

クライアント・アプリケーションにターゲット・サーバの名前が指定され
ている場合、DSQUERY を設定する必要はありません。DSQUERY が設定
されていなくて、アプリケーションにもサーバ名が指定されていない場合
には、Open Client はサーバ名として “SYBASE” を使用します。

ローカライゼーションについては、「付録 C ローカライゼーション」を参
照してください。

4 デフォルト値を変更する場合、libtcl.cfg を次のように設定します。 

• libtcl.cfg の [DRIVERS] セクションにネットワーク・トランスポート・
ドライバを指定します。

• libtcl.cfg の [DIRECTORY] セクションにディレクトリ・ドライバを指
定します。

• libtcl.cfg の [SECURITY] セクションにセキュリティ・ドライバを指定
します。

libtcl.cfg については、「付録 B 設定ファイル」を参照してください。

5 interfaces ファイルまたはディレクトリ・サービスを次のように設定します。

dscp を使用して、interfaces または DCE ディレクトリ・サービスにサーバ・
エントリを作成します。

dscp の使い方については、「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。

interfaces については、「interfaces ファイル」(73 ページ ) を参照してくだ
さい。

ディレクトリ・サービスについては、「第 5 章 ディレクトリ・サービスの
使い方」を参照してください。

6 dscp を使用して、interfaces または DCE ディレクトリ・サービスにサー
バ・エントリを作成します。

dscp の使い方については、「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。

interfaces については、「interfaces ファイル」(73 ページ ) を参照してくだ
さい。

ディレクトリ・サービスについては、「第 5 章 ディレクトリ・サービスの
使い方」を参照してください。
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Client-Library の互換性
UNIX プラットフォームの Client-Library 12.5.1 は、表 2-1 に示されている Open
Server と Adaptive Server 製品で稼働することが保証されています。

注意 特定のプラットフォームまたは OS レベルの情報については、
http://www.sybase.com にある各製品の Certification Report を参照してください。

表 2-1: Open Client の互換性

このほかに、Open Client/C の互換性に関する次の問題に注意してください。 

• アプリケーションを構築するために使用するライブラリは、そのアプリ
ケーションのコンパイルに使用するライブラリと同じバージョン・レベル
でなければならない。

• アプリケーションに含まれるヘッダ・ファイルは、アプリケーションがリ
ンクしているライブラリと同じバージョン・レベルでなければならない。

Open Client 12.5.1
(SDK 12.5.1) プラットフォーム

Open 
Server 
12.5.1

Open 
Server 
12.5

Open 
Server 
12.0

Adaptive 
Server 
12.5.1

Adaptive 
Server 
12.5

Adaptive 
Server 
12.0

HP Tru64 UNIX x x x x x x
HP 9000/800 HP-UX 11.0 x x x x x x
HP 9000/800 Itanium x なし なし x なし なし

IBM RS/6000 AIX 4.3.3

注意

• AIX 4.3.3 の 64 ビット・ライブ
ラリ SDK/OS は、AIX 5.1 と互

換性がなく動作しない。

• AIX 4.3.3 の 32 ビット・ライブ
ラリは、バージョン 12.5、ESD
#6 以降について AIX 5.1 と互換

性があり AIX 5.1 上で動作する。

x x x x x x

IBM AIX 5.1 x x x x x なし

Linux (32 ビット版 ) x x なし x x なし

Linux (64 ビット版 ) x x なし x x なし

Linux Itanium (64 ビット版 ) x なし なし x なし なし

Mac OS X 10.1 なし x なし なし なし なし

Mac OS X 10.2 なし x なし x なし なし

SGI IRIX 6.5 (32 ビット版 ) x x x x x x
SGI IRIX 6.5 (64 ビット版 ) x x なし x なし なし

Solaris 2.8 (SPARC) x x x x x x
記号の説明：x = 互換性あり、なし = このプラットフォーム版の製品がない
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第  3  章 Open Server の基本設定

この章では、Open Server に必要な基本の設定について説明します。 

Open Server アプリケーションについて
Open Server アプリケーションは、機能的に次の 3 つのタイプに分けられ
ます。 

• スタンドアロン

• 補助

• ゲートウェイ

Open Server アプリケーションの設定は、アプリケーションのタイプに
よって異なります。Open Server アプリケーションのタイプの詳細につい
ては、『Open Server Server-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照し
てください。

トピック名 ページ

Open Server アプリケーションについて 11

Open Server の設定の概要 12

設定作業 14
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Open Server の設定の概要
すべての Open Server アプリケーションは、次のような基本設定情報を必要と
します。これらの情報は、初期化時と接続時に取得されます。 

1 SYBASE 環境変数に定義されている Sybase インストール・ディレクトリ
のロケーション。

2 ロケール名。Open Server は次の POSIX 環境変数の値をロケール名として
使用します。 

• LC_ALL

• LANG (LC_ALL が定義されていない場合 )

Open Server はあとでこの値を使用して locales.dat ファイルからローカラ
イゼーション情報を取得します。どちらの環境変数も定義されていない場
合は、Open Server はロケール名として「デフォルト」を使用します。

3 ローカライズされたメッセージ・ファイルと文字セット・ファイル。Open
Server は、locales.dat ファイルを調べて、名前が上記の手順 2 で指定した
ロケール名と一致するエントリを探し、locales.dat ファイルに指定されて
いるローカライズされたメッセージ・ファイルと文字セット・ファイルを
ロードします。

4 ターゲット・サーバの名前。Open Server は、次のソースのいずれかから
この順序で Open Server アプリケーションの名前を取得します。 

• srv_init に対する呼び出しにサーバ名を指定できる Open Server アプ
リケーション

• アプリケーションにターゲット・サーバ名が指定されていない場合、
DSLISTEN 環境変数

• DSLISTEN が設定されていない場合、デフォルト名の SYBASE

5 ターゲット・サーバのネットワーク・アドレス。Open Server は、ディレ
クトリ・サービスまたは interfaces からターゲット・サーバのアドレスを
取得します。

ディレクトリ・サービス － Open Server は libtcl.cfg ファイルの [DIRECTORY]
セクション内のエントリを探して、サーバ・アドレス情報をどこで調べるか
を決定します。CS_DS_PROVIDER プロパティの設定値によって、アプリケー
ションがどの [DIRECTORY] エントリを検索するかが決定されます。プロパ
ティが設定されていない場合は、[DIRECTORY] セクションの最初のエント
リがデフォルトで使用されます。

interfaces － ディレクトリ・サービスが使用されていない、または使用さ
れていても機能していない場合は、Open Server は interfaces ファイルを調
べて、上記の手順で指定した名前と一致する SERVERNAME を検出し、そ
れに対応するターゲット・アドレスを使用します。
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6 ネットワークベースのセキュリティ・サービスを使用する接続をクライア
ントが要求している場合は、Open Server は libtcl.cfg の [SECURITY] セク
ションで該当するセキュリティ・ドライバを探します。

Open Server の互換性
Open Server 12.5.1 は、表 3-1 に示されている Client-Library/C と Adaptive Server
製品で稼働することが保証されています。

表 3-1: Open Server の互換性

さらに、Open Server については、次の互換性の問題にも注意してください。 

• アプリケーションに含まれるヘッダ・ファイルは、アプリケーションがリ
ンクしているライブラリと同じバージョン・レベルでなければならない。

• アプリケーションを構築するために使用するライブラリは、そのアプリ
ケーションのコンパイルに使用するライブラリと同じバージョン・レベル
でなければならない。

Open Server 12.5.1 のプラット

フォーム

Client-
Library 
12.5.1

Client-
Library 
12.5

Client-
Library 
12.0

Adaptive 
Server 
12.5.1

Adaptive 
Server 
12.5

Adaptive 
Server 
12.0

HP Tru64 UNIX x x x x x x
HP 9000/800 HP-UX 11.0 x x x x x x
HP 9000/800 Itanium x なし なし x なし なし

IBM AIX 5.1 x x x x なし なし

IBM RS/6000 AIX 4.3.3

注意

• AIX 4.3.3 の 64 ビット・ライブ
ラリ SDK/OS は、AIX 5.1 と互

換性がなく動作しない。

• AIX 4.3.3 の 32 ビット・ライブ
ラリは、バージョン 12.5、ESD
#6 以降について AIX 5.1 と互換
性があり AIX 5.1 上で動作する。

x x x x x x

Linux x x なし x x なし

Linux Itanium x なし なし x なし なし

Mac OS X なし x なし x なし なし

SGI IRIX 6.5 (32 ビット ) x x x x x x
SGI IRIX 6.5 (64 ビット版 ) x なし なし x なし なし

Solaris 2.8 (SPARC) x x x x x x
記号の説明：x = 互換性あり、なし = このプラットフォーム版の製品がない
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• Bulk-Library のルーチンは、Open Server バージョン 12.x のルーチンを呼び
出すアプリケーションでは使用できない。

• バージョン 11.x 以降、Open Server コード内の DB-Library/C アプリケー
ションはサポートされていない。

設定作業
Open Server が正しくサーバ・アプリケーションを初期化して接続要求に応答
するには、次の作業を行ってください。

1 libtcl.cfg を次のように設定します。 

• libtcl.cfg の [DIRECTORY] セクションにディレクトリ・トランスポー
ト・ドライバを指定します。

• libtcl.cfg の [SECURITY] セクションにセキュリティ・ドライバを指定
します。

libtcl.cfg については、「付録 B 設定ファイル」を参照してください。

2 interfaces ファイルまたはディレクトリ・サービスを次のように設定します。 

dscp を使用して、interfaces または DCE ディレクトリ・サービスにサー
バ・エントリを作成します。

dscp の使い方については、「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。
interfaces の詳細については、「interfaces ファイル」(73 ページ ) を参照して
ください。ディレクトリ・サービスについては、「第 5 章 ディレクトリ・
サービスの使い方」を参照してください。

3 次のように、環境変数を設定します。 

• LC_ALL または LANG 環境変数を任意のロケール名に設定します。

指定するロケール名は、locales.dat ファイルのエントリに対応させて
ください。LC_ALL または LANG を設定しない場合は、locales.dat の

「デフォルト」エントリがアプリケーションで使用するローカライ
ゼーション値を反映していることを確認してください。

locales に指定されている言語、文字セット、照合順と一致するローカ
ライゼーション・ファイルがあることを確認してください。

• アプリケーションが「カスタム・ローカライゼーション値」を使用す
る場合は、LC_ALL、LC_COLLATE、LC_TYPE、LC_MESSAGE、ま
たは LC_TIME 環境変数をロケール名に設定します。

アプリケーションがどの環境変数を使用するかわからない場合は、す
べての環境変数を希望のロケール名に設定してください。
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• DSLISTEN 環境変数を Open Server アプリケーションの名前に設定し
ます。

アプリケーションに Open Server アプリケーションの名前が指定されて
いる場合、DSLISTEN を設定する必要はありません。DSLISTEN が設定
されていなくて、アプリケーションにもサーバ名が指定されていない場
合には、Open Server はサーバ名として “SYBASE” を使用します。

• Open Server アプリケーションがゲートウェイ・アプリケーションと
して機能する場合は、DSQUERY 環境変数をターゲット・サーバの名
前に設定してください。

環境変数の設定方法については、「付録 A 環境変数」を参照してください。
ローカライゼーションについては、「付録 C ローカライゼーション」を参
照してください。
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第  4  章 Sybase フェールオーバのための Open 
Client の設定

Sybase の フェールオーバ機能の詳細については、『高可用性システムにお
ける Sybase フェールオーバの使用』を参照してください。この章では、
フェールオーバの間にセカンダリ・コンパニオンに接続するよう Open
Client アプリケーションを設定する場合に必要な手順について説明しま
す。この情報は、上記のマニュアルには含まれていません。 

注意 DB-Library は HA ( 高可用性 ) フェールオーバをサポートしていませ
ん。Embedded SQL/C と Embedded SQL/COBOL はバージョン 12.5 以降、
HA フェールオーバをサポートしています。

interfaces ファイルへの hafailowver 行の追加
プライマリ・コンパニオンがクラッシュしたり、shutdown または shutdown
with nowait を発行して、フェールオーバが発生したりした場合は、フェー
ルオーバ・プロパティのあるクライアントは、セカンダリ・コンパニオン
に自動的に再接続します。クライアントにフェールオーバ・プロパティを
付与するには、interfaces  ファイルに “hafailover” という行を追加し、クライ
アントがセカンダリ・コンパニオンに接続するのに必要な情報を提供して
ください。この行を追加するには、ファイル・エディタか dsedit ユーティ
リティを使用します。

トピック名 ページ

interfaces ファイルへの hafailowver 行の追加 17

Client-Library アプリケーションの変更 18

Sybase HA フェールオーバでの isql の使い方 20
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以下の interfaces ファイル・エントリは、プライマリ・コンパニオン 
“PERSONNEL1” とセカンダリ・コンパニオン “MONEY1” を非対称型に設定
するためのものです。これには hafailover エントリが含まれていて、
“PERSONNEL1” に接続しているクライアントがフェールオーバ時に 
“MONEY1” に再接続できるようになっています。

PERSONNEL1
 
 master tcp ether <hostname><port #> 
 query tcp ether <hostname><port #> 
hafailover <servername>

注意 クライアント・アプリケーションは、フェールオーバによって送信でき
なかったクエリを再送する必要があります。また、カーソル宣言などの接続固
有のその他の情報は、リストアする必要があります。

Client-Library アプリケーションの変更

注意 クラスタにインストールされているアプリケーションは、プライマリ・
コンパニオンとセカンダリ・コンパニオンの両方で実行できる必要がありま
す。並列設定が必要なアプリケーションをインストールする場合は、フェール
オーバの間にセカンダリ・コンパニオンがアプリケーションを実行できるよう
に、セカンダリ・コンパニオンにも並列処理の設定を行う必要があります。

Client-Library 呼び出しで記述されたアプリケーションを、フェールオーバ・ソ
フトウェアで実行できるようにするには、変更が必要です。 

❖ Client-Library 呼び出しを使用してアプリケーションを変更する

1 ct_config と ct_con_props Client-Library API 呼び出しを使用して、
CS_HAFAILOVER プロパティを設定します。プロパティの有効値は 
CS_TRUE と CS_FALSE です。デフォルト値は CS_FALSE です。次の
コードを使用して、コンテキストまたは接続レベルのどちらかにこのプ
ロパティを設定できます。

CS_INT true = CS_TRUE;
CS_INT false = CS_FALSE;
retcode = ct_config(context, CS_SET, CS_HAFAILOVER, &true, 
CS_UNUSED, NULL);
retcode = ct_con_props(connection, CS_SET, CS_HAFAILOVER, 
&false, CS_UNUSED, NULL);
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2 フェールオーバ・メッセージの処理コンパニオンが落ち始めると、クライ
アントはフェールオーバがまもなく発生するという情報メッセージを受
信します。これは、クライアント・エラー・ハンドラの情報メッセージと
して扱ってください。

3 フェールオーバ設定を確認します。フェールオーバ・プロパティを設定
し、interfaces ファイルにセカンダリ・コンパニオン・サーバの有効なエ
ントリが設定されていると、接続はフェールオーバ接続になり、クライア
ントは適切に再接続します。

ただし、CS_FAILOVER プロパティが設定されていても、interfaces ファイル
に HAFAILOVER サーバのエントリがない場合 ( またはその逆 ) は、フェー
ルオーバ接続にはなりません。この場合は、フェールオーバ・プロパティが
オフになった、高可用性ではない通常の接続になります。フェールオーバ・
プロパティを確認して、接続がフェールオーバ接続かどうかを確認してくだ
さい。これを行うには、CS_GET の action とともに ct_con_props を呼び出し
ます。

4 リターン・コードを検証します。フェールオーバが成功したら、ct_results
と ct_send を呼び出して、CS_RET_HAFAILOVER を返します。同期接続で
は、API 呼び出しは CS_RET_HAFAILOVER を直接返します。非同期接続で
は、API は CS_PENDING を返し、コールバック機能は CS_RET_HAFAILOVER
を返します。リターン・コードによっては、next コマンドを送信して実行す
るなど、アプリケーションは必要なプロセスを行います。

5 オプション値をリストアします。クライアントがプライマリ・コンパニオ
ンから切断されると、このクライアント接続に合わせて設定してある set
オプション ( たとえば、set role など ) は失われます。フェールオーバし
た接続で、これらのオプションをリセットします。

6 アプリケーションを再構築し、フェールオーバ・ソフトウェアに含まれる
ライブラリにリンクさせます。

注意 sp_companion resume を発行するまでは、フェールオーバ・プロパ
ティ ( たとえば、isql -Q など ) にクライアントを接続することはできませ
ん。sp_companion prepare_failback を発行してからクライアントを再接
続しようとすると、sp_companion resume を発行するまでクライアント
はハングします。
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Sybase HA フェールオーバでの isql の使い方
isql を使用してフェールオーバ機能のあるプライマリ・サーバに接続するに
は、次の手順に従います。

• interfaces エントリで指定されているセカンダリ・コンパニオン・サーバ
のあるプライマリ・サーバを選択します。

• -Q コマンド・ライン・オプションを使用します。

interfaces ファイルに、「interfaces ファイルへの hafailowver 行の追加」に示され
ているエントリ例がある場合は、次のように入力して、フェールオーバで isql
を使用できます。

isql -S PERSONNEL1 -Q

.
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第  5  章 ディレクトリ・サービスの使い方

Client-Library と Server-Library アプリケーションはディレクトリ・サービ
スを使用して、サーバに関する情報を記録します。この章では、ディレク
トリ・サービスの実行方法と、ディレクトリ・サービスに必要な設定作業
について説明します。 

注意 DB-Library はディレクトリ・サービスをサポートしていません。

ディレクトリ・サービスの概要
「ディレクトリ・サービス」では、ネットワーク・エンティティについて
の情報の作成、変更、検索を管理します。Client-Library と Server-Library
アプリケーションは interfaces のかわりにディレクトリ・サービスを使用
してサーバについての情報を取得できます。

ディレクトリ・サービスを使用する利点は、新しいサーバをネットワーク
に追加するときやサーバを新しいアドレスに移動するときに複数の
interfaces ファイルを更新する必要がない点です。

UNIX プラットフォームでは、DCE (Distributed Computing Environment) で
提供される CDS (Cell Directory Service) や LDAP (Lightweight Directory
Access Protocol) ディレクトリ・サービスを使用できます。

LDAP ディレクトリ・サービス

LDAP は、ディレクトリ・リストへのアクセスに使用します。ディレクト
リ・リストやサービスは、ネットワーク上のユーザとリソースの名前、プ
ロファイル情報、マシン・アドレスを提供します。ユーザ・アカウントと
ネットワーク・パーミッションを管理するのに、これを使用できます。 

トピック名 ページ

ディレクトリ・サービスの概要 21

アプリケーションでのディレクトリ・サービスの使い方 26

LDAP ディレクトリ・サービスの有効化 29

DCE ディレクトリ・サービスの設定作業 31
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LDAP サーバは一般的には階層構造で、高速なリソースの検索が可能です。従
来の Sybase interfaces ファイルの代わりに、LDAP を使用して Sybase サーバの
情報を保管したり検索したりできます。 

実際のサーバや他の LDAP サービスへのゲートウェイかどうかにかかわらず、
どのタイプの LDAP サーバでも LDAP サーバと呼ばれます。LDAP ドライバは
LDAP クライアント・ライブラリを呼び出して、LDAP サーバへの接続を確立
します。LDAP ドライバとクライアント・ライブラリは、暗号化を有効にする
かどうかなどの通信プロトコル、およびクライアントとサーバの間で交換され
るメッセージのコンテンツを定義します。メッセージとは、データ・フォー
マット情報も含めたクライアントの読み込み、書き込み、クエリ、サーバ応答
などの要求です。

LDAP ディレクトリ・サービスと Sybase interfaces ファイルの違い

LDAP ディレクトリ・サービスは、通常の Sybase interfaces ファイルの代わり
となるものです。Sybase interfaces ファイルでは、「フラット」ファイルにサー
バ情報を格納しています。interfaces ファイルのサーバ情報を変更するときは、
サイトの全マシン ( クライアントとサーバ ) を更新する必要があります。

表 5-1 は、Sybase interfaces ファイルと LDAP サーバの相違点を示します。

表 5-1: interfaces ファイルと LDAP ディレクトリ・サービスの比較

従来の interfaces ファイルは、TCP 接続の UNIX マシンおよびフェールオーバ・
マシンで次のように表示されます。

master tcp ether huey 5000
query tcp ether huey 5000
hafailover secondary

次の例は、TCP 接続の LDAP エントリとフェールオーバ・マシンを示します。

dn: sybaseServername=foobar, dc=sybase,dc=com
objectClass: sybaseServer
sybaseVersion: 12500
sybaseServername: foobar
sybaseService: ASE
sybaseStatus: 4
sybaseAddress: TCP#1#foobar 5000
sybaseRetryCount: 12
sybaseRetryDelay: 30
sybaseHAServernam: secondary

interfaces ファイル ディレクトリ・サービス

プラットフォーム固有 プラットフォームに依存しない

各 Sybase インストール固有 集中階層型

別のマスタ・エントリとクエリ・エン
トリを含む

クライアントとサーバの両方がアクセ
スするサーバごとに 1 エントリを含む

サーバのメタデータを格納できない サーバのメタデータを格納できる
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LDAP ディレクトリ・サービスへのすべてのエントリは、エンティティと呼ば
れます。各エンティティは DN ( 識別名 ) を持ち、それぞれの DN に基づいて
階層ツリー構造内に格納されます。このツリーは、ディレクトリ情報ツリー
(DIT) と呼ばれます。接続中に DIT ベースを指定することで、クライアント接
続は LDAP サーバの検索開始位置を設定します。 

表 5-2 は、有効な DIT ベースの値を示したものです。

表 5-2: Sybase LDAP エントリ定義

属性名 値のタイプ 説明

sybaseVersion 整数 サーバのバージョン番号。

sybaseServername 文字列 サーバの名前。

sybaseService 文字列 サービスの種類。Sybase Adaptive Server ま
たは Sybase SQL Server®。

sybaseStatus 整数 ステータス。1 = アクティブ、2 = 停止、

3 = 失敗、4 = 不明。

sybaseAddress 文字列 アドレス文字列の各エントリは # 文字で

区切る。各サーバのアドレス。次の項目
を含む。

• プロトコル：TCP、NAMEPIPE、SPX
DECNET ( 大文字と小文字を区別して

入力する )
• sybaseStatus の値

• アドレス：そのプロトコル・タイプの

有効なアドレス

注意 dscp ユーティリティは、この属性
をトランスポート・タイプとトランス
ポート・アドレスに分割します。

sybaseSecurity ( オプ

ション )
文字列 セキュリティ OID ( オブジェクト ID)。

sybaseRetryCount 整数 この属性は、CS_RETRY_COUNT にマッ
ピングされる。CS_RETRY_COUNT は、

ct_connect がサーバ名と対応するネット

ワーク・アドレスのシーケンスをリトラ
イする回数を指定する。

sybaseRetryDelay 整数 この属性は、CS_LOOP_DELAY にマッピン
グされる。CS_LOOP_DELAY は、ct_connect
がアドレスのすべてのシーケンスをリト
ライするまでの遅延時間を秒単位で指定

する。

sybaseHAservername
( オプション )

文字列 フェールオーバ保護用のセカンダリ・

サーバ。
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Sybase の LDAP ディレクトリ・スキーマのリストについては、
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config ディレクトリを参照してください。同じディレ
クトリに、sybase-schema.conf と呼ばれるファイルもあります。このファイル
には、同じスキーマですが、Netscape 固有の構文のものがあります。

上記の例では、エンティティはポート番号 5000 の TCP 接続を受信する “foobar”
という名前の Adaptive Server を表しています。このエンティティには、12 ( 回 )
というリトライ回数と 30 ( 秒 ) というリトライ待ち時間も指定されています。
sybaseRetryCount と sybaseRetryDelay は、それぞれ CS_RETRY_COUNT と
CS_LOOP_DELAY にマップされています。Client-Library はサーバから応答があ
るアドレスを見つけると、Client-Library とサーバ間でログイン・ダイアログが
開始されます。ログインが失敗しても、Client-Library は他のアドレスをリトラ
イすることはありません。

最も重要なエンティティはアドレス属性です。アドレス属性には、サーバへの
接続を設定するための情報と、サーバが受信接続を待機する方法についての情
報があります。エントリを異なるプラットフォームの異なる Sybase 製品で使
用できるようにするには、“ アドレス属性 ” のプロトコル・フィールドとアドレ
ス・フィールド ( たとえば、“TCP” と “foobar 5000” など ) を、プラットフォー
ムや製品に依存しない形式にする必要があります。

LDAP では各属性の複数のエントリをサポートしているので、各アドレス属性
は単一サーバのアドレス ( プロトコル、アクセス・タイプ、アドレスを含む )
を持つ必要があります。表 5-2 の sybaseAddress を参照してください。

次の例は、異なる接続プロトコルの 2 つのアドレスで受信している NT サーバ
の LDAP エントリを示します。

sybaseAddress = TCP#1#TOEJAM 4444
sybaseAddress = NAMEPIPE#1#¥pipe¥sybase¥query

アドレス・フィールドの各エントリは # 文字で区切ります。表 5-2 (23 ページ )
はアドレス属性の各フィールドの値の定義を示します。

サーバ・オブジェクトと属性

ディレクトリ・サービスには、Open Client がアクセスするサーバに関する情報
が入っていなければなりません。dscp を使用して、interfaces を変更し、LDAP
サービスにサーバを追加します。

ディレクトリ・サービスはサーバ・エントリをディレクトリ・オブジェクトと
して識別します。各ディレクトリ・オブジェクトには、表 5-3 に示すユニーク
な属性のセットがあります。これらは、Client-Library と Server-Library によっ
て認識されます。 
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表 5-3: サーバの属性

属性 説明

Server Object 
Version

オブジェクト定義のバージョンを示す記号整数コード。オブ
ジェクト定義の将来の変更を識別するために、Sybase がこの

属性を提供する。

Server Name サーバの名前を表す文字列値。名前として有効なのは 512 バ
イト以下の任意の文字列。

サーバ名属性は、ディレクトリ・エントリを見つけるために

使用される名前とは異なる。後者はディレクトリ名の構文で

表される、ディレクトリ・エントリのフル・パス名である。

混同しないようにするため、システム管理者は名前の属性が

部分的にサーバのフル・パス名と一致するようにする ( たと
えば、属性値をエントリの共通名にする )。

Server Service サーバが提供するサービスを示す文字列値。サービス値とし
て有効なのは 512 バイト以下の任意の文字列。

Server Status サーバの動作ステータスを示す記号整数コード。有効な値： 
1 － アクティブ

2 － 停止
3 － 失敗

4 － 不明

トランスポート・

アドレス

サーバに対する 1 つ以上のトランスポート・アドレス。

トランスポート・アドレス属性には、次の 2 つの要素がある。  
• トランスポート・タイプ

• トランスポート・アドレス 
Security 
Mechanism

サーバがサポートするセキュリティ・メカニズムを指定する

ための、オブジェクト識別子 (OID) の文字列。この属性はオ
プション。省略した場合、Open Server は Open Server が対応

するセキュリティ・ドライバを持つ任意のセキュリティ・メ

カニズムにクライアントが接続できるようにする ( 詳細につ
いては、「Server-Library とセキュリティ・サービス」(36 ペー

ジ ) を参照。)
OID の詳細については、「objectid.dat ファイル」(88 ページ ) を
参照。例については、$SYBASE/$SYBASE_OCS/config/objectid.dat
の [SECMECH] セクションを参照。
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アプリケーションでのディレクトリ・サービスの使い方
Client-Library と Server-Library は、サーバのアドレスを取得するときに、interfaces
ファイルではなく、ディレクトリ・サービスを使用できます。

ディレクトリ・サービスから情報を検索するために、Open Client/Open Server
ソフトウェアはディレクトリ・ドライバを使用します。ディレクトリ・ドライ
バは、特定のディレクトリ・サービスに対する汎用インタフェースを Open
Client/Open Server ソフトウェアに提供する Sybase ライブラリです。Sybase は
サポートするディレクトリ・サービスごとにディレクトリ・ドライバを提供し
ています。

Client-Library と Server-Library は、次のようにしてディレクトリ・サービスと
interfaces のどちらを使用するかを決定します。 

1 アプリケーションがディレクトリ・ドライバを指定している場合、(Client-
Library では ct_con_props (CS_SET, CS_DS_PROVIDER)、Server-Library で
は srv_props (CS_SET, SRV_S_DSPROVIDER) を呼び出している場合 ) は、
libtcl.cfg の DIRECTORY セクションを検証して一致するドライバを探し、
そのドライバをロードします。

ディレクトリ・ドライバと libtcl*.cfg の詳細については、「libtcl.cfg ファイ
ルと libtcl64.cfg ファイル」(64 ページ ) を参照してください。

2 クライアント・アプリケーションがディレクトリ・ドライバを指定していな
い場合は、Client-Library と Server-Library は libtcl.cfg ファイルの [DIRECTORY]
セクション内の最初のエントリにリストされているディレクトリ・ドライバ
をロードします。

3 次のいずれかが当てはまる場合、Client-Library と Server-Library は interfaces
ファイルに戻り、そこからサーバのアドレスを取得します。 

• libtcl.cfg が存在しない。

• libtcl.cfg の [DIRECTORY] セクションにエントリがない。

• 指定されたディレクトリ・ドライバのロードに失敗した。

• CS_IFILE が ct_config によって設定されている場合、libtcl*.cfg はコ
ンテキスト・レベルで上書きされる。

libtcl*.cfg ファイルを使用して LDAP サーバ名、ポート番号、DIT ベース、ユー
ザ名、パスワードを指定し、LDAP サーバへの接続を認証します。 
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libtcl*.cfg ファイルにつ
いて知っていなければな
らないことは、次のとお
りです。

• libtcl*.cfg ファイルに指定されている値は、CS_* プロパティのデフォルト
になります。これは、ct_con_props() によって設定されます。その特定の
接続に ct_con_props() を明示的に設定することで、これらの値を上書き
できます。

• libtcl*.cfg ファイルのパスワードまたはユーザ名のどちらかを指定しない
場合、接続は匿名になります。

• パスワードが 0x で始まっている場合、接続属性ではパスワードは暗号化
されていると想定します。詳細については、「パスワードの暗号化」(67
ページ ) を参照してください。

• 64 ビットのプラットフォームでは、Open Client/Open Server には 32 ビッ
トと 64 ビットの両方のバイナリがあります。32 ビット・アプリケーショ
ンと 64 ビット・アプリケーションの互換性を保つためには、libtcl.cfg と
libtcl64.cfg ファイルの両方を編集してください。

libtcl*.cfg ファイルは、$SYBASE/$SYBASE_OCS/config ディレクトリにあります。

接続のプロセスは次の基本手順に従います。 

1 Client-Library は libtcl*.cfg ファイルに指定されている Sybase ディレクト
リ・ドライバを使用して、my_server のアドレスを要求します。

2 ディレクトリ・サービスは my_server エントリの属性を調べて、その情
報を Sybase ディレクトリ・ドライバを使用して Client-Library に返します。

3 アプリケーションは、このアドレスを使用して my_server があるマシンに
接続します。

アプリケーションでの LDAP ディレクトリ・サービスの使い方

Sybase LDAP の機能を使用するには、ベンダ提供マニュアルに従って、LDAP
サーバをインストールして設定します。Sybase では LDAP サーバを提供して
いません。Sybase では Netscape LDAP SDK クライアント・ライブラリを提供
しており、Open Client/Open Server には、LDAP ドライバが含まれています。こ
れは、$SYBASE/$SYBASE_OCS/lib にあります。

Netscape LDAP SDK ライブラリのロケーションと環境変数は、表 5-5 (30 ペー
ジ ) にリストされています。

警告！ Sybase LDAP ディレクトリ・サービスでは、DB-Library で構築されたク
ライアント・アプリケーションはサポートしていません。
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LDAP ドライバが LDAP サーバに接続すると、サーバは、匿名アクセスおよび
ユーザ名とパスワード認証という 2 つの認証方法をベースとした接続を確立
します。 

• 匿名アクセス － 認証情報を必要としないので、属性を設定する必要はあ
りません。匿名アクセスは、一般には読み取り専用特権に使用します。

• ユーザ名とパスワード － LDAP URL (「libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファ
イル」(64 ページ ) を参照 ) の拡張機能として libtcl.cfg ファイル (64 ビット
のプラットフォームでは、libtcl64.cfg ファイル ) で指定するか、Client-Library
に対するプロパティ呼び出しで設定できます。ctlib を介して LDAP サーバ
に渡されるユーザ名とパスワードは、Adaptive Server へのログインに使用
されるユーザ名とパスワードとは別のものです。Sybase では、ユーザ名と
パスワード認証を使用されることを強くおすすめします。

認証

クライアント・アプリケーションは、ホスト名とポート番号または IP アドレ
スを使用して、LDAP サーバへの接続を作成します。この接続はバインドと呼
ばれ、安全でないこともありますが、その場合はユーザ名とパスワードの認証
を使用できます。可能なアクセスのタイプは、サーバが決定します。

匿名接続

認証を必要としない接続は、匿名接続と呼ばれます。LDAP と Netscape Directory
Services はデフォルトで匿名接続が可能です。

匿名アクセス

• 接続の確立には、パスワードなどの認証情報は必要ありません。 

• 接続には、追加属性を設定する必要はありません。

• 一般的に、read-only アクセスです。

ユーザ名とパスワード認証

書き込みを許可するアクセス・パーミッションに対しては、基本的なセキュリ
ティの使用をおすすめします。ユーザ名とパスワードは、LDAP サーバへの接
続に対して、基本レベルのセキュリティを提供します。ユーザ名とパスワード
は、32 ビット・プラットフォームでは libtcl.cfg ファイルに、64 ビット・プラッ
トフォームでは libtcl64.cfg ファイルに格納できます。また、Client-Library 属性
で設定することもできます。libtcl*.cfg ファイルと設定ファイルでのパスワー
ドの暗号化については、「付録 B 設定ファイル」を参照してください。
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LDAP ディレクトリ・サービスの有効化

注意 LDAP だけが、リエントラント・ライブラリでサポートされています。
LDAP ディレクトリ・サービスを使用してサーバに接続する場合は、isql では
なく、isql_r を使用してください。リエントラント・ドライバを使用するには、
libtcl.cfg の DRIVERS セクションの変更が必要な場合があります。

❖ ディレクトリ・サービスを使用する

1 ベンダ提供のマニュアルに従って、LDAP サーバを設定します。

2 パス環境変数をユーザ・プラットフォームの LDAP ライブラリに追加しま
す。次に例を示します。

setenv LD_LIBRARY_PATH| 
${LD_LIBRARY_PATH}:$SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p

注意 ユーザ・プラットフォームの環境変数とライブラリについては、
表 5-5 (30 ページ ) を参照してください。

3 ディレクトリ・サービスを使用するように libtcl*.cfg ファイルを設定します。

標準的な ASCII テキスト・エディタを使用して、次のように修正します。

• libtcl*.cfg ファイルの [DIRECTORY] エントリにある LDAP URL 行の
行頭から、コメント・マーカのセミコロン (;) を削除します。

• [DIRECTORY] エントリに LDAP URL を追加します。サポートされてい
る LDAP URL 値については、表 5-2 (23 ページ ) を参照してください。

警告！ LDAP URL は、1 行で記述する必要があります。

このエントリのコンテキストは次のとおりです。

ldap=libdldap.so ldap://host:port/ditbase??scope??
     bindname=username?password

次に例を示します。 

[DIRECTORY] 
ldap=libdldap.so ldap://huey:11389/dc=sybase,dc=com??
     one??bindname=cn=Manager,dc=sybase,dc=com?secret

“one” は、DIT ベースの 1 つ下のレベルのエントリを取り出す検索の
スコープを示します。
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表 5-4 は、ldapurl 変数のキーワードの定義を示します。

表 5-4: ldapurl 変数

4 正しい環境変数が、必要なサードパーティ・ライブラリを指していること
を確認してください。表 5-5 は、Netscape LDAP SDK ライブラリのロケー
ションのリストです。

表 5-5: 環境変数

5 dscp または dsedit を使用して、LDAP サーバにエントリを追加します。詳
細については、「サーバ・エントリの追加と変更」(42 ページ ) と「ディレ
クトリ・サービスへのサーバの追加」(53 ページ ) を参照してください。 

キーワード 説明 デフォルト CS_* property
host ( 必須 ) LDAP サーバを実行してい

るマシンのホスト名または
IP アドレス

なし

port LDAP サーバが受信に使用
しているポート番号

389

ditbase
( 必須 )

デフォルトの DIT ベース なし CS_DS_DITBASE

username 認証するユーザの DN ( 識

別名 )
NULL ( 匿名認証 ) CS_DS_PRINCIPAL

password 認証されるユーザのパス

ワード

NULL (匿名認証 ) CS_DS_PASSWORD

プラット

フォーム 環境変数 ライブラリのロケーション

HP Tru64 
UNIX

LD_LIBRARY_PATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p

HP-UX
32 ビット

SHLIB_PATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p

HP-UX
64 ビット

LD_LIBRARY_PATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p64

Linux LD_LIBRARY_PATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p
IBM RS6000 
32 ビット

LIBPATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p

IBM RS6000 
64 ビット

サポートされていない

Sun Solaris 
32 ビット

LD_LIBRARY_PATH $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p

Sun Solaris 
64 ビット

LD_LIBRARY_PATH_64 $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p64
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LDAP を使った複数ディレクトリ・サービス

高可用性フェールオーバ保護には、複数のディレクトリ・サービスを指定でき
ます。リストにあるディレクトリ・サービスのすべてが LDAP サーバである必
要はありません。次に例を示します。

[DIRECTORY]
   ldap=libdldap.so ldap://test:389/dc=sybase,dc=com
   dce=libddce.so ditbase=/.:/subsys/sybase/dataservers
   ldap=libdldap.so ldap://huey:11389/dc=sybase,dc=com

この例では、test:389 への接続が失敗すると、指定された DIT ベースを持つ
DCE ドライバへの接続にフェールオーバします。この接続も失敗すると、
huey:11389 上の LDAP サーバに接続しようとします。ベンダが異なると、DIT
ベースのフォーマットも異なります。これらの構造体については、『Open Client
Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。 

DCE ディレクトリ・サービスの設定作業 
Client-Library アプリケーションと Server-Library アプリケーションがディレク
トリ・サービスを使用できるようにするには、libtcl.cfg を設定します。 

1 libtcl.cfg の DIRECTORY セクションにディレクトリ・ドライバと DIT ベー
スを指定します。

2 DCE ディレクトリ構造に DIT ベースが存在することを確認します。

3 Open Client/Open Server ソフトウェアは、DIRECTORY セクションの最初
のエントリをデフォルト・ディレクトリ・ドライバとして使用します。

ディレクトリ・ドライバと libtcl.cfg の詳細については、「libtcl.cfg ファイ
ルと libtcl64.cfg ファイル」(64 ページ ) を参照してください。

4 次に、該当するユーティリティを使用して、ディレクトリ・サービスに
ターゲット・サーバ用のエントリを作成して、ディレクトリ・サービスを
設定します。

dscp の使い方については、「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。

dsedit の使い方については、「第 8 章 dsedit の使用」を参照してください。
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第  6  章 セキュリティ・サービスの使い方

Client-Library アプリケーションと Server-Library アプリケーションは、
サード・パーティのセキュリティ・ソフトウェアが提供するセキュリティ・
サービスを使用して、ユーザを認証し、ネットワーク上のマシン間で送信
されるデータを保護することができます。

この章では、ネットワークベースのセキュリティがどのように機能するか
と、この機能を使用するにはどのような設定が必要かを説明します。 

注意 Client-Library 11.1 以降のネットワークベースのセキュリティには、
Open Server 11.1 以降をベースにしたサーバが必要です。Open Client DB-
Library と SQL Server 11.0 以前はネットワークベースのセキュリティ・
サービスをサポートしていません。

ネットワークベース・セキュリティの概要
分散クライアント／サーバ・コンピューティング環境では、不法侵入者が
機密データを見たり操作したりするおそれがあります。ネットワークベー
スのセキュリティでは、サード・パーティの分散セキュリティ・ソフト
ウェアを利用して、ユーザを認証し、ネットワーク上のマシン間で送信さ
れるデータを保護します。

セキュリティ・メカニズム

Sybase が定義する「セキュリティ・メカニズム」とは、接続時にセキュリ
ティ・サービスを提供する外部ソフトウェアです。UNIX プラットフォー
ムでは、CyberSafe Challenger が提供する Kerberos セキュリティ・サービ
スと同様に、Distributed Computing Environment (DCE) が提供するセキュリ
ティ・メカニズムを使用できます。

トピック名 ページ

ネットワークベース・セキュリティの概要 33

アプリケーションでのセキュリティ・サービスの使い方 35

設定作業 37
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サーバがサポートするセキュリティ・メカニズムを interfaces またはディレク
トリ・サービスに指定します。interfaces とディレクトリ・サービスの secmech
の行／属性の値は、ユーザの objectid.dat ファイルの [secmech] セクションで定
義されているオブジェクト識別子に関連する文字列と対応していなければな
りません。 

• interfaces エントリのオプションの secmech 行には、サーバがサポートし
ているセキュリティ・メカニズムを指定します。 

• ディレクトリ・サービス・エントリの secmech 属性には、サーバがサポー
トしているセキュリティ・メカニズムを記述します。 

クライアントは、サーバのアドレスを取得するときに、クライアントが使用する
セキュリティ・メカニズムをサーバがサポートしていることを確認できます。 

• secmech 行または属性が指定されていて、セキュリティ・メカニズムがリ
ストされている場合、それらのセキュリティ・メカニズムだけが使用でき
ます。

• secmech 行または属性が指定されていない場合、すべてのセキュリティ・
メカニズムを使用できます。

• secmech 行または属性が指定されていても、セキュリティ・メカニズムが
リストされていない場合は、サーバはどのセキュリティ・メカニズムもサ
ポートしません。

セキュリティ・ドライバ

Sybase では、Client-Library および Server-Library とセキュリティ・メカニズム
との通信を可能にするセキュリティ・ドライバを提供しています。Sybase の各
セキュリティ・ドライバは汎用インタフェースをセキュリティ・プロバイダの
インタフェースにマップします。

接続でセキュリティ・メカニズムを使用するには、次の 2 つの条件がどちらも
満たされていなければなりません。 

• クライアントとサーバは、互換性のあるセキュリティ・ドライバを使用し
ます。たとえば、DCE ドライバを使用するクライアントには DCE ドライ
バを使用するサーバが必要です。

• クライアント・アプリケーションは、サーバに接続する前に、接続プロパ
ティを設定することによってサービスを要求します。

セキュリティ・サービス

それぞれのセキュリティ・メカニズムは、クライアントとサーバ間に安全な接
続を確立するためのセキュリティ・サービスを提供します。各セキュリティ・
サービスは特定のセキュリティ問題に対応しています。
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セキュリティ・サービスは大きく 2 つに分けられます。 

• 認証サービス

• パケットごとのセキュリティ・サービス

セキュリティ・サービスの詳細については、『Open Client Client-Library/C リファ
レンス・マニュアル』を参照してください。

Client-Library アプリケーションはセキュリティ・メカニズムのサービスを要求
するように接続プロパティを設定します。Open Server アプリケーションはク
ライアント・スレッドのプロパティを参照して、どのサービスが実行されてい
るかを決定します。

DCE と CyberSafe Challenger が提供するセキュリティ・サービスのリストにつ
いては、「付録 D DCE セキュリティ・サービス」と「付録 E CyberSafe Kerberos
セキュリティ・サービス」を参照してください。

アプリケーションでのセキュリティ・サービスの使い方
Client-Library アプリケーションと Server-Library アプリケーションはセキュリ
ティ・メカニズムを使用して、認証サービスとパケット単位セキュリティ・
サービスを実行できます。セキュリティ・メカニズムは、Client-Library と Server-
Library が情報を検証し合う情報交換所のようなものです。

Open Client アプリケーションが認証サービスを要求した場合は、次の処理が行
われます。 

1 Client-Library はセキュリティ・メカニズムを使用してログインを検証しま
す。セキュリティ・メカニズムはログイン・レコードまたはトークンを返
します。セキュリティ・メカニズムは要求されたセキュリティ・サービス
に基づいてログイン・トークンを作成します。

2 Client-Library は Open Server アプリケーションとのトランスポート接続を
確立し、そのログイン・トークンを送信します。

3 Server-Library はセキュリティ・メカニズムを使用してクライアントのログ
イン・トークンを認証します。ログインが有効の場合は、Open Server アプ
リケーションは安全な接続を確立します。

Open Client アプリケーションがパケット単位セキュリティ・サービスを要求し
た場合は、次の処理が行われます。 

1 Client-Library はセキュリティ・メカニズムを使用して、Open Server アプ
リケーションに送信するデータ・パケットを用意します。セキュリティ・
メカニズムは、要求されたセキュリティ・サービスに応じて、データを暗
号化するか、データに対応する暗号サインを作成します。

2 Client-Library は Open Server アプリケーションにデータ・パケットを送信
します。
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3 Open Server は、データ・パケットを受信すると、セキュリティ・メカニ
ズムを使用して必要な暗号解読と検証を行います。

Client-Library のセキュリティ機能の詳細については、『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』の「セキュリティ機能」を参照し
てください。

Client-Library と セキュリティ・サービス

セキュリティ・メカニズムとセキュリティ・メカニズムのサービスを要求する
ように、Open Client アプリケーションの接続プロパティを設定できます。
Client-Library は、接続に使用するセキュリティ・メカニズムとサービスを次の
ようにして決定します。 

1 クライアント・アプリケーションにセキュリティ・ドライバの名前が指定
されている場合は、Client-Library は libtcl.cfg の SECURITY セクションを
調べて、一致するドライバを探してそのドライバをロードします。

2 クライアント・アプリケーションにセキュリティ・ドライバの名前が指定
されていない場合は、Client-Library は libtcl.cfg の [SECURITY] セクション
内の最初のエントリにリストされているセキュリティ・ドライバをロード
します。

3 Client-Library は、クライアント・アプリケーションからの接続に使用され
るセキュリティ・サービスを決定します。

libtcl.cfg が存在しない場合や、[SECURITY] セクションにエントリが存在しな
い場合は、ネットワーク・セキュリティ・プロパイダは存在しません。この場
合は、ユーザが正しいパスワードを入力したら、Open Server アプリケーショ
ンはユーザを認証します。

Server-Library とセキュリティ・サービス

Open Server アプリケーションはクライアント接続要求のプロパティを参照し
て、使用するセキュリティ・メカニズムと実行するサービスを決定できます。

デフォルトでは、Open Server アプリケーションは libtcl.cfg の [SECURITY] セク
ションにリストされているセキュリティ・メカニズムをサポートしています。
secmech 属性をサーバのディレクトリ・エントリに追加するか、secmech 行を Open
Server アプリケーションの interfaces エントリに追加することによって、管理者は
サポートされているメカニズムのリストをさらに制限できます。

Open Client アプリケーションが Open Server アプリケーションからのセキュリ
ティ・セッションを要求すると、次の処理が行われます。 

1 Server-Library は、クライアント接続要求と一緒に送信されたセキュリティ・
トークンを読み込みます。セキュリティ・トークンには、クライアントが使
用するセキュリティ・メカニズムのオブジェクト識別子が入っています。
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2 Open Server アプリケーションの interfaces エントリまたはディレクトリ・
サービス・エントリに secmech 行／属性がリストされている場合は、
Server-Library はこの secmech 行／属性を調べて、セキュリティ・トークン
に指定されているオブジェクト識別子に対応する値を探します。対応する
値が見つからない場合、接続要求は拒否されます。

3 Server-Library は objectid.dat を調べて、セキュリティ・メカニズムのロー
カル名に対応するオブジェクト識別子を探します。

objectid.dat の詳細については、「付録 B 設定ファイル」を参照してください。

4 Server-Library はセキュリティ・メカニズムのローカル名に対応するセキュ
リティ・ドライバをロードします。

セキュリティ・ドライバは libtcl.cfg の [SECURITY] セクションにリストさ
れています。

設定作業
Open Client/Open Server アプリケーションがセキュリティ・サービスを使用で
きるようにするには、次の手順に従ってください。

• libtcl.cfg の設定

• DCE または CyberSafe Kerberos の設定

以下の項で、これらの作業についてそれぞれ説明します。

libtcl.cfg の設定

libtcl.cfg の [SECURITY] セクションにセキュリティ・ドライバを指定します。

注意 Open Client/Open Server ソフトウェアは [SECURITY] セクションの最初の
エントリをデフォルト・セキュリティ・ドライバとして使用します。

セキュリティ・ドライバと libtcl.cfg の詳細については、「付録 B 設定ファイル」
を参照してください。

DCE または CyberSafe Kerberos の設定

DCE については、「付録 D DCE セキュリティ・サービス」と DCE のマニュア
ルを参照してください。CyberSafe については、「付録 E CyberSafe Kerberos セ
キュリティ・サービス」と CyberSafe のマニュアルを参照してください。
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オプションで、サーバがサポートしているセキュリティ・メカニズムを制限す
るには、次の手順に従ってください。 

• アプリケーションが interfaces を使用する場合は、dscp を使用して、サー
バの interfaces エントリに secmech 行を追加します。

• アプリケーションがディレクトリ・サービスを使用する場合は、サーバの
ディレクトリ・サービスに secmech 属性を追加します。

ディレクトリ・サービスまたは interfaces に情報を追加する方法については、
「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。
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第  7  章 dscp の使用

この章では、dscp を使用して interfaces ファイルを設定する方法とディレ
クトリ・サービスを設定する方法について説明します。 

dscp について
dscp は、interfaces ファイルまたは DCE ディレクトリ・サービスの、それ
ぞれのサーバ・エントリを表示、編集するのに使用するコマンド・ライ
ン・ユーティリティです。セッションをオープンしたあとも、これらのコ
マンドを使用して、必要に応じて、設定のチェック、既存エントリの表
示、新しいエントリの作成、エントリの変更を行うことができます。ユー
ザのシステムに X-Window がインストールされていない場合は、これらの
ユーティリティを使用します。

注意 dsedit ユーティリティは、interfaces または DCE ディレクトリ・サー
ビスのサーバ・エントリを表示、編集するときに使用する、X-Windows
ベースのグラフィカル・ツールです。詳細については、「第 8 章 dsedit の
使用」を参照してください。
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dscp の起動
エントリを追加または変更するには、必要な特権でディレクトリ・サービスに
ログインしてから、dscp を起動します。 

dscp を起動するには、次のように入力します。 

$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin/dscp

dscp のプロンプト >> が表示されます。表 7-1 は、使用できるコマンドを示し
ます。

表 7-1: dscp コマンド

コマンド 説明

open [DSNAME] 指定のディレクトリ・サービスまたは interfaces でセッションをオー

プンする。

dscp － interfaces とのセッションをオープンするには、DSNAME に
“InterfacesDriver” を指定する。

sess オープンされているすべてのセッションを表示する。

[switch] SESS セッション番号 SESS を現在のセッションにする。

close [SESS] SESS  番号で示されたセッションをクローズする。SESS を指定しなかっ
た場合は、現在のセッションをクローズする。

list [all] 現在のセッションのサーバ・エントリを表示する。

エントリの名前を表示するには、list コマンドを使用する。各エント

リの属性もリストするには、list all コマンドを使用する。

read SERVERNAME サーバ・エントリ SERVERNAME の内容を画面に表示する。

add SERVERNAME 現在のセッションにサーバ・エントリ SERVERNAME を追加する。

dscp は、SERVERNAME についての情報を要求する。角かっこ ([ ]) 内に

表示されているデフォルト値を受け入れる場合には、[Return] を押す。

addattr SERVERNAME 現在のセッションのサーバ・エントリ SERVERNAME  に属性を追加する。

mod SERVERNAME 現在のセッションのサーバ・エントリ SERVERNAME を変更する。

dscp は、SERVERNAME についての情報を要求する。角かっこ ([ ]) 内に
表示されているデフォルト値を受け入れる場合には、[Return] を押す。

del SERVERNAME 現在のセッションのサーバ・エントリ SERVERNAME を削除する。

delete-all 現在のセッションのサーバ・エントリをすべて削除する。

copy NAME1 to
{NAME2 | SESS | SESS NAME2}

現在のセッションのサーバ・エントリ NAME1 を次のロケーションに

コピーする。 
• 現在のセッションのサーバ・エントリ NAME2
• セッション SESS
• セッション NAME2 のサーバ・エントリ NAME2

copyall to SESS 現在のセッションのすべてのサーバ・エントリをセッション SESS に
コピーする。

config Sybase 環境に関する設定情報を画面に出力する。

exit, quit dscp を終了する。

help, ?, h ヘルプ画面を表示する。
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設定の表示
config コマンドを使用して、現在の Open Client/Open Server の設定とディレク
トリ・サービス・プロバイダ名を表示します。

次のコマンドを入力します。 

config

dscp ユーティリティは次の情報を画面に出力します。 

• SYBASE 環境変数の値

• ドライバ設定ファイルのロケーション

• dscp セッションをオープンできるディレクトリ・サービス・プロバイダの
名前

ヘルプ情報
dscp のヘルプ画面を表示するには、次のいずれかのコマンドを入力します。 

help
h
?

dscp セッションの使用
サーバ・エントリを表示、追加、変更するには、まず、セッションをオープン
してください。dscp セッションをオープンすると、interfaces ファイルと対話
できます。

一度に複数のセッションをオープンできます。

セッションのオープン interfaces のセッションをオープンするには、次のように入力してください。 

open InterfacesDriver

セッションをオープンすると、dscp はセッション番号を通知します。たとえ
ば、open InterfacesDriver コマンドを使用して interfaces ファイルとのセッショ
ンをオープンすると、dscp は次のメッセージを返します。 

ok
Session 1 InterfacesDriver>>

セッションのリスト すべてのオープン・セッションをリストするには、次のように入力してください。

sess
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オープン・セッション間
の切り替え

別のオープン・セッションに切り替えるには、次のように入力してください。 

switch SESS

SESS はセッション番号です。次に、例を示します。

switch 3

これでセッション 3 に切り替わります。switch キーワードはオプションです。 
次のように入力することもできます。 

3

これでもセッション 3 に切り替わります。

セッションのクローズ セッションをクローズするには、次のように入力してください。

close SESS

ここでは、SESS には、セッション番号が入ります。次に、例を示します。 

close 3

セッション 3 がクローズされます。sess コマンドを使用して、すべてのオー
プン・セッションをリストします。

SESS を指定しないと、現在のセッションがクローズされます。

サーバ・エントリの追加と変更
ディレクトリ・サービスまたは interfaces ファイルとのセッションをオープン
したあと、関連するサーバ・エントリのリスト、追加、変更、削除を行うこと
ができます。

注意 サーバ・エントリを追加または変更すると、dscp は自動的に master 行と
query 行を作成または変更します。interfaces ファイル・エントリの master 行と
query 行には、同じ情報が入っています。

各サーバ・エントリは、一連の属性で構成されます。サーバ・エントリを追加
または変更すると、dscp は各属性についての情報を要求します。表 7-2 は、各
属性を示します。 
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表 7-2: サーバの属性

属性 値のタイプ デフォルト値

サーバ・エントリの追加または変更時に

変更可能か

Server Object 
Version

整数 110 追加

ディレクトリ・サービス：不可

interfaces：不可

変更

ディレクトリ・サービス：可能
interfaces：不可

Server Name 文字列 該当なし 追加
ディレクトリ・サービス：該当なし

 interfaces：該当なし

変更

ディレクトリ・サービス：不可

 interfaces: 不可

Server Service 文字列 SQL SERVER 追加
ディレクトリ・サービス：可能

 interfaces：可能

変更
ディレクトリ・サービス：可能

 interfaces：不可

Server Status 整数 4

有効な値：
1 － アクティブ

2 － 停止

3 － 失敗
4 － 不明

追加

ディレクトリ・サービス：不可
 interfaces：不可

変更

ディレクトリ・サービス：可能
 interfaces：不可

Transport Address 
• Transport type
• Transport 

address

トランスポート・タ

イプ：

 文字列

トランスポート・ア

ドレス：
 文字列

トランスポート・タイプ：
tcp.

トランスポート・アドレス：
なし

有効な値：

トランスポート・タイプ： 
 “tcp”、“spx”、“decne,t”、“tli
tcp”、“tli spx”
トランスポート・アドレス：

指定されたトランスポー

ト・タイプによって認識さ
れるフォーマットの文字列

追加または変更

ディレクトリ・サービス： 
 トランスポート・タイプ：可能
 トランスポート・アドレス：可能

interfaces： 
 トランスポート・タイプ：可能

 トランスポート・アドレス：可能

Security 
Mechanism

文字列

注意：各サーバ・エ

ントリには、最大 20
のセキュリティ・メ

カニズム文字列を
追加できる。

なし

有効な値：ユーザの 
objectid.dat に定義されてい
るオブジェクト識別子に対

応する文字列

追加

ディレクトリ・サービス：可能

interfaces：可能

変更

ディレクトリ・サービス：可能
interfaces：可能
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サーバ・エントリのリスト

セッションに対応するサーバ・エントリの名前をリストするには、次のように
入力します。 

list 

セッションに対応するサーバ・エントリの属性をリストするには、次のように
入力します。 

list all

サーバ属性については、表 7-2 を参照してください。

サーバ・エントリの表示

サーバ・エントリの内容を表示するには、次のように入力してください。 

read SERVERNAME

たとえば、次のコマンドを入力します。 

read myserver

次の情報が表示されます。 

DIT base for object:  interfaces
 Distinguish name: myserver
 Server Version: 1
 Server Name: myserver
 Server Service: SQL Server
 Server Status: 4 (Unknown)
 Server Address: 
     Transport Type: tcp 
     Transport Addr: victory 1824
     Transport Type: tcp
     Transport Addr: victory 1828

上記のサーバ属性については、表 7-2 を参照してください。

サーバ・エントリの追加

サーバ・エントリを追加するには、次のように入力します。 

add SERVERNAME

dscp ユーティリティは、SERVERNAME についての情報を要求します。各属性
の値を入力するか、または [Return] を押して角かっこ ([ ]) に表示されているデ
フォルト値を使用します。

たとえば、次のコマンドを入力します。 

add myserver
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dscp ユーティリティは次のような情報の入力を要求します。 

Service: [SQL Server]
 Transport Type: [tcp] tcp
 Transport Address: victory 8001
 Security Mechanism []:

追加モードを終了するには、次のコマンドを入力します。 

#done

サーバ・エントリには、関連するトランスポートのタイプとトランスポート・
アドレスの組み合わせを 20 個まで指定できます。

上記のサーバ属性については、表 7-2 を参照してください。

❖ サーバ・エントリを LDAP ディレクトリ・サービスに追加する

dscp を使用して LDAP サーバにエントリを作成するには、$SYBASE/OCS-
12_5/config/libtcl.cfg ファイルを編集し、使用する LDAP サーバを追加して、
LDAP を有効にする必要があります。

警告！ LDAP サーバ・エントリの後ろにスペースを入れると、dscp はデフォ
ルトに戻って interfaces ドライバを使用し、LDAP サーバには接続しません。

dscp を使用してサーバをディレクトリ・サービスに追加します。

1 次のコマンドを入力して、dscp を起動します。

$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin/dscp

2 サーバ・エントリの表示、追加、または修正を行うには、セッションを
オープンします。

dscp セッションをオープンすると、libtcl*.cfg にリストされたドライバを
持つディレクトリ・サービスと対話できます。セッションをオープンする
には、次のコマンドを入力します。

open DSNAME

DSNAME は、ディレクトリ・サービスの名前です。 

DSNAME を指定しない場合は、dscp は libtcl*.cfg ファイルで指定されたデ
フォルトのディレクトリ・サービス・プロバイダを使用します。libtcl*.cfg
ファイルにエントリがない場合は、dscp は $SYBASE にあるデフォルトの
interfaces ファイルを使用します。 

3 LDAP サーバへの接続は、次にようになります。

Session 1 ldap>>

LDAP サーバがログインにユーザ認証を必要とする場合は、サーバ接続時
に -Uusername コマンドライン・パラメータ・フラグを使用してください。
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匿名アクセスができるように LDAP サーバが設定されている場合は、ユー
ザ名とパスワードは不要です。ユーザ名とパスワードが libtcl*cfg  ファイ
ルに指定されている場合は、dsedit と dscp ユーティリティはこれらの変
数を使用します。

4 次のコマンドを入力して、ディレクトリ・サービスにサーバを追加します。

add server_name

server_name は、追加されるサーバの名前です。

5 次のプロンプトでサービス・タイプを指定します。Adaptive Server は、次
のデフォルト値になります。

Service [ASE Server]

[Enter] を押して、デフォルトを受け入れます。

6 トランスポート・タイプを入力します。[Enter] を押して TCP のデフォル
ト値を受け入れるか、表 5-3 の値を入力します。

7 トランスポート・アドレスを入力します。有効なエントリは、指定された
トランスポート・タイプを有効にする値です。たとえば、TCP 接続では次
のように入力します。

host_name port_number.

8 LDAP サーバ・エンティティは複数のアドレス・エントリを持つことがで
きるので、もう一度「トランスポート・タイプ」が要求されます。別のト
ランスポート・タイプを入力するか、フィールドはブランクのまま [Enter]
キーを押してこのプロンプトを省略し、次に進みます。

9 プロンプトで、追加のトランスポート・タイプに対応する別の有効なトラ
ンスポート・アドレスを入力するか、フィールドは空白のまま [Enter] を
押して、次に進みます。

10 オプションで、セキュリティ・メカニズム OID を入力します。

11 オプションで、フェールオーバ用のセカンダリ・サーバを入力します。

12 [Enter] を押します。完了すると、次のメッセージが表示されます。

Added server_name done

サーバ・エントリを表示するには、次の URL を Netscape に入力します。

ldap://host:port/ditbase??one

次に例を示します。 

ldap://huey:11389/dc=sybase,dc=com??one

注意 Microsoft Internet Explorer では、LDAP URL は認識されません。
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サーバ・エントリの変更

既存のサーバ・エントリを変更するには、次のように入力します。 

mod SERVERNAME

dscp は、SERVERNAME についての情報を要求します。各属性の値を入力する
か、[Return] を押して角かっこ ([ ]) に表示されている既存の値を使用します。

たとえば、次のコマンドを入力します。 

mod myserver

dscp ユーティリティは次のような情報の入力を要求します。 

Version: [1] 
 Service: [SQL Server] Open Server
 Status: [4]
 Address:
     Transport Type: [tcp] 
     Transport Address: [victory 1824] victory 1826
     Transport Type: [tcp] 
     Transport Address: [victory 1828]
     Transport Type: [] 
     Security Mechanism []:

注意 dscp はバージョン、サービス、ステータス・エントリを変更できません。

アドレスを削除するには、次のコマンドを入力します。 

#del

変更モードを終了するには、次のコマンドを入力します。 

#done

サーバ・エントリの削除

セッションに関連付けられている 1 つまたはすべてのエントリを削除できま
す。1 つのエントリを削除するには、次のように入力します。 

del SERVERNAME

たとえば、次のコマンドを入力します。 

del myserver

dscp ユーティリティは “myserver” のエントリを削除します。セッションに関
連付けられているすべてのエントリを削除するには、次のように入力します。 

delete-all
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サーバ・エントリのコピー
dscp では、1 つのセッション内、または複数のセッション間でサーバ・エント
リをコピーできます。これには、interfaces からディレクトリ・サービスへの
エントリのコピーも含まれます。

サーバ・エントリをコピーする場合は、次の 4 つのオプションがあります。 

• サーバ・エントリを現在のセッション内に新しい名前でコピーする。

• サーバ・エントリを異なるセッションにコピーする。

• サーバ・エントリを異なるセッションに新しい名前でコピーする。

• 現在のセッション内のすべてのエントリを異なるセッションにコピーする。

セッション内のエントリのコピー

新しいサーバ・エントリを作成する場合は、セッション内でサーバ・エントリ
をコピーできます。セッション内でエントリをコピーするには、次のように入
力します。 

copy NAME1 to NAME2

たとえば、次のコマンドを入力します。 

copy myserver to my_server

dscp は、“myserver” と同じ新しいエントリ “my_server” を作成します。このよ
うにして、新しいエントリを変更し、元のエントリをそのままにしておくこと
ができます。

セッション間のエントリのコピー

セッション間のサーバ・エントリのコピーには、次の 2 つのタイプがあります。 

• 既存のサーバ・エントリの名前をそのまま使用する。

• サーバ・エントリの名前を変更する。

エントリを異なるセッションにコピーして、サーバ名をそのまま使用するに
は、次のように入力します。 

copy NAME1 to SESS

構文の説明は次のとおりです。

• NAME1 は現在のサーバ名。

• SESS はサーバ・エントリのコピー先セッションの番号。 

次に、例を示します。 

copy myserver to 2
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dscp は現在のセッションの “myserver” エントリをセッション 2 にコピーします。

エントリを異なるセッションにコピーして、異なる名前を付けるには、次のよ
うに入力します。 

copy NAME1 to SESS NAME2

各パラメータの意味は、次のとおりです。

• NAME1 は現在のサーバ名。 

• SESS はサーバ・エントリのコピー先セッションの番号。

• NAME2 は新しいサーバ名。

次に、例を示します。 

copy myserver to 2 my_server

dscp は現在のセッションの “myserver” エントリをセッション 2 にコピーし
て、名前を “my_server” に変更します。

すべてのエントリを別のセッションにコピーする

現在のセッションにあるすべてのエントリを別のセッションにコピーするに
は、次のように入力します。 

copyall SESS

SESS は全エントリのコピー先セッションの番号です。

たとえば、次のコマンドを入力します。 

copyall 2

dscp は現在のセッションの全エントリをセッション 2 にコピーします。

dscp の終了
dscp を終了するには、次のいずれかのコマンドを入力します。 

exit
quit



dscp の終了 

50  Open Client and Open Server



設定ガイド 51

第  8  章 dsedit の使用

この章では、dsedit を使用して interfaces ファイルを設定する方法と、ディ
レクトリ・サービスの Sybase サーバのリストを設定する方法について説
明します。 

dsedit について
dsedit は、interfaces ファイルまたは DCE ディレクトリ・サービスのサー
バ・エントリを表示、編集するのに使用する X-Windows ベースのグラフィ
カル・ツールです。

使用しているシステムが X-Windows をサポートしていない場合は、interfaces
または DCE ディレクトリのサーバ・エントリの設定には dscp を使用しま
す。詳細については、「第 7 章 dscp の使用」を参照してください。

トピック名 ページ

dsedit について 51

dsedit の起動 52

セッションのオープン 52

サーバ・エントリの追加、表示、編集 56

dsedit または dsedit 問題のトラブルシューティング 58
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dsedit の起動
サーバを追加または変更する場合は、interfaces または DCE ディレクトリを編
集できるかどうかを確認してから、dsedit を起動します。 

• interfaces エントリを編集するには、interfaces ファイルに対する書き込み
パーミッションが必要です。

• DCE ディレクトリ・エントリを編集するには、管理者の特権を持つユーザ
として DCE にログインする必要があります。

dsedit を起動するには、次のように入力します。 

$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin/dsedit

リモート・マシンから dsedit を実行する場合は、DISPLAY 環境変数が正しく
設定されているかどうかを確認してください。DISPLAY 環境変数の設定方法
については、使用している X11 のマニュアルを参照してください。

注意 任意の画面でヘルプ情報を参照するには、[HELP] をクリックします。

セッションのオープン
dsedit を起動すると、まず、メイン画面が表示されます。この画面から、
interfaces ファイルまたは DCE ディレクトリの編集セッションを選択してオー
プンします。

interfaces ファイル・セッション

デフォルトの interfaces をオープンして編集するには、Sybase interfaces ファイ
ルを選択して、[OK] をクリックします。代替ファイルをオープンするには、表
示されているファイル名を編集してから、[OK] をクリックします。異なるファ
イルで複数の interfaces ファイル・セッションをオープンできます。

interfaces ファイル・セッションのセッション・ウィンドウには、interfaces ファ
イルのフル・パス名が表示され、interfaces ファイルに含まれているサーバ・エ
ントリがリストされます。エントリの追加、変更、コピー、削除を行うには、
リストの右側にあるボタンを使用します。 

• [Add new server entry] － [Server Entry Editor] ウィンドウが表示されます。
このウィンドウで、新しいサーバ・エントリの名前とネットワーク・アド
レスを指定します。詳細については、「サーバ・エントリの追加、表示、
編集」(56 ページ ) を参照してください。
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• [Modify server entry] － 選択されているサーバ・エントリについて、ネッ
トワーク・アドレスの表示と変更ができます。リストでサーバを選択して
から、[Modify server entry] をクリックします。[Server Entry Editor] ウィン
ドウに、そのサーバの属性が表示されます。詳細については、「サーバ・
エントリの追加、表示、編集」(56 ページ ) を参照してください。

• [Copy server entry] － このボタンをクリックすると、1 つ以上のエントリを
DCE ディレクトリまたは別の interfaces ファイルにコピーできます。サー
バ・エントリをコピーする前に、次の手順に従って、サーバ・リストから
コピーするエントリを選択してください。 

• エントリを 1 つだけコピーするには、そのエントリを 1 回だけクリッ
クします。

• 連続する複数のエントリをコピーするには、[Shift] キーを押したまま
範囲の最初 ( または最後 ) のエントリをクリックし、最後 ( または最
初 ) のエントリをクリックします。

• 連続していない複数のエントリを選択するには、[Ctrl] キーを押しな
がら、対象となる各エントリをクリックして選択します。

コピーするエントリを選択したら、[Copy server entry] をクリックします。
新しいウィンドウが開き、変換先ディレクトリ・サービスの選択を要求し
ます。次のように、別の interfaces ファイルにコピーできます。 

• エントリを別の interfaces ファイルにコピーするには、リストから
[Sybase Interfaces File] を選択して、表示されたファイル名を編集
し、[OK] をクリックします。

• DCE ディレクトリにエントリをコピーするには、該当するディレクト
リ・サービスを選択して、[OK] をクリックします。

[Close Session] をクリックすると、セッション・ウィンドウがクローズされ、
変更が interfaces に書き込まれます。

注意 interfaces セッション・ウィンドウをいったんクローズして、編集内容を
interfaces に適用する必要があります。

ディレクトリ・サービスへのサーバの追加

警告！ ほとんどの LDAP サーバには、ディレクトリ・エントリを追加するため
の ldapadd ユーティリティがありますが、Sybase では、汎用ツールにはないセ
マンティック・チェックが組み込まれている dscp または dsedit の使用をおす
すめします。
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各サーバ・エントリは、一連の属性で構成されます。サーバ・エントリを追加
または変更すると、dscp から、サーバ属性に関する情報の入力を指示するプ
ロンプト画面が表示されます。属性のいくつかはデフォルトで提供されます
が、そのほかはユーザが入力する必要があります。dscp を使用してディレク
トリ・サービスを作成すると、角カッコ “[ ]” 内にデフォルト値が表示されま
す。入力可能な値のリストについては、表 5-2 (23 ページ ) を参照してください。

dsedit を使用して、libtcl*.cfg と interfaces (Windows NT では sql.ini) ファイルで
のサーバの追加、削除、変更を行うことができます。ただし、LDAP URL を
libtcl*.cfg ファイルに追加してから、LDAP サーバ・エントリの追加、削除、変
更を行ってください。詳細については、「libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファ
イル」(64 ページ ) を参照してください。

❖ dsedit を使用してディレクトリ・サービスにサーバを追加する

1 $SYBASE/$SYBASE_OCS/bin ディレクトリから、次のように入力します。

dsedit

2 サーバの一覧から [LDAP] を選択して、[OK] をクリックします。 

3 [Add New Server Entry] をクリックします。

4 次のように入力します。

• サーバ名 － 必須です。

• セキュリティ・メカニズム － オプションです。セキュリティ・メカ
ニズムの OID のリストは、$SYBASE/$SYBASE_OCS/config/objectid.dat
にあります。

• HA サーバ名 － オプションです。高可用性フェールオーバ・サーバ
を使用している場合は、その名前を入力します。

5 [Add New Network Transport] をクリックします。

• ドロップダウン・リストからトランスポート・タイプを選択します。

• ホスト名を入力します。

• ポート番号を入力します。

6 [OK] を 2 回クリックして、dsedit ユーティリティを終了します。

サーバ・エントリを表示するには、次の URL を Netscape に入力します。

ldap://host:port/ditbase??one

次に例を示します。 

ldap://huey:11389/dc=sybase,dc=com??one

注意 Microsoft Internet Explorer では、LDAP URL は認識されません。
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DCE ディレクトリ・セッションの使用

セッションをオープンするには、リストからディレクトリ・サービス名を選択
し、[OK] をクリックします。interfaces 以外のディレクトリ・サービス・エン
トリが表示されない場合は、libtcl.cfg に DCE ディレクトリ・ドライバを設定
する必要があります。

DCE ディレクトリ・セッションのセッション・ウィンドウには、エントリが
保管される DCE ディレクトリの DIT ベースが表示されます。エントリの追加、
変更、コピー、削除を行うには、リストの左側にあるボタンを使用します。 

• [Add new server entry] － [Server Entry Editor] ウィンドウが表示されます。
このウィンドウで、新しいサーバ・エントリの名前とネットワーク・アド
レスを指定します。詳細については、「サーバ・エントリの追加、表示、
編集」(56 ページ ) を参照してください。

• [Modify server entry] － 選択されているサーバ・エントリについて、ネッ
トワーク・アドレスの表示と変更ができます。[Modify server entry] をク
リックし、サーバ名を入力します。詳細については、「サーバ・エントリ
の追加、表示、編集」(56 ページ ) を参照してください。

• [Copy server entry] － このボタンをクリックすると、1 つ以上のエントリを
DCE ディレクトリまたは別の interfaces ファイルにコピーできます。[Copy
server entry] をクリックし、コピーするエントリの名前を入力します。新しい
ウィンドウが開き、変換先ディレクトリ・サービスの入力を要求します。 

• エントリを別の interfaces ファイルにコピーするには、リストから
[Sybase Interfaces File] を選択し、表示されたファイル名を編集し
て、[OK] をクリックします。

• エントリを別の DCE ディレクトリにコピーするには、該当するディ
レクトリ・サービスを選択し、[OK] をクリックします ( 異なる DCE
ディレクトリを使用可能なディレクトリ・サービスとして表示するに
は、libtcl.cfg ファイルに、異なる DIT ベース値を指定した複数の DCE
ディレクトリ・ドライバ・エントリが必要です。ディレクトリ・ドラ
イバ・エントリの設定方法については、「ディレクトリ・ドライバの
追加」(70 ページ ) を参照してください )。

[Close session] をクリックすると、セッション・ウィンドウがクローズされます。
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サーバ・エントリの追加、表示、編集
[Server Entry Editor] ウィンドウを使用して、interfaces ファイルまたは DCE ディ
レクトリのサーバ・エントリを表示または編集します。[Session] ウィンドウで
[Add New Server Entry] ボタンまたは [Modify Server Entry] ボタンをクリックす
ると、[Server Entry Editor] ウィンドウとそのフィールドが表示されます。 

• サーバ名 － サーバ・エントリを追加するには、新しいサーバの名前を入
力します。サーバ・エントリを編集する場合は、名前フィールドを編集し
て、サーバの名前を変更できます ( 新しい名前は、DCE ディレクトリまた
は interfaces ファイルにないものを指定してください )。

• 使用可能なネットワーク・トランスポート － サーバがクライアント接続
を受け付けるネットワーク・アドレスのリスト。次の手順に従って、この
アドレス・リストを編集できます。 

• [Add Network Transport] または [Modify Network Transport] を選択して、
新しいアドレスを作成するか、既存のアドレスを編集します。詳細に
ついては、次の「ネットワーク・トランスポート・アドレスの追加ま
たは編集」を参照してください。

• [Delete Network Transport] をクリックすると、選択したネットワーク・
アドレスが削除されます。

• サーバ・エントリに複数のアドレスがある場合は、[Move network transport
up] または [Move network transport down] をクリックして、リスト内のア
ドレスの順序を並べ換えることができます。

• [OK] ボタン － 変更を確認してウィンドウをクローズします。interfaces に
対する変更は、セッションをクローズしないと適用されないことに注意し
てください。

• [Cancel] ボタン － ウィンドウをクローズし、すべての編集内容を廃棄し
ます。

ネットワーク・トランスポート・アドレスの追加または編集

[Network Transport Editor] では、サーバがクライアント接続を受け付けるトラ
ンスポート・アドレスを表示、編集、作成することができます。このウィンド
ウには、アドレスに対応するサーバ・エントリの名前が表示され、次の項目を
設定できます。 

• [Transport type] メニュー － アドレスのプロトコルとインタフェースを指
定します。有効な値は tcp、tli tcp、tli spx、spx のいずれかです。

• アドレス情報 － トランスポートのタイプによって、必要なアドレスのコ
ンポーネントが異なります。次に、アドレス・フォーマットについて、詳
しく説明します。
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TCP/IP アドレス

[Transport type] メニューから [tcp] または [tli tcp] を選択すると、TCP/IP アドレ
スが表示されます。interfaces エントリでは、次の場合に "tli tcp" プロトコルを
使用してください。 

• "tli" フォーマットの interfaces エントリを使用するプラットフォームで稼
働する、リリース 11.0.x 以前の SQL Server または Replication Server®。

• Solaris で、DB-Library が "tcp" と "tli" の両フォーマットをサポートする場合。

他のクライアントとサーバには、"tcp" トランスポート・タイプを使用します。

DCE ディレクトリ・エントリで "tli tcp" トランスポートを使用することはおす
すめできません。DCE ディレクトリは、複数プラットフォームで実行するア
プリケーション間で共有できますが、"tli tcp" プロトコルはすべてのプラット
フォームで認識されるわけではないからです。DCE ディレクトリ・エントリ
の TCP/IP アドレスには tcp を使用してください。

TCP/IP エントリのアドレス情報は、ホスト名 ( または IP アドレス ) とポート
番号 (10 進数として入力 ) で構成されます。"tli tcp" フォーマットの interfaces
エントリでは、ホストの IP アドレスとポート番号は、"tli tcp" フォーマットの
interfaces エントリに必要な 16 バイトの 16 進表現に変換されます。

SPX/IPX アドレス

SPX/IPX アドレスの場合は、UNIX Adaptive Server は Novell ネットワークで実
行しているクライアント・アプリケーションから接続を受信できます。
[Transport type] メニューから “tli spx” または “spx” を選択して、SPX/IPX アド
レスを表示します。SPX/IPX は、次の情報で構成されます。 

• ホスト・アドレス － 8 桁の 16 進数で、サーバが稼働するコンピュータの
IP アドレスを表します。ドットで区切られた 10 進の IP アドレス・フォー
マットの各コンポーネントは、16 進アドレス・フォーマットの 1 バイト
にマップします。たとえば、IP アドレスが 128.15.15.14 であれば、SPX/IPX
のホスト・アドレス値として 800F0F0E と入力します。

• ポート番号 － ポート番号は、4 桁の 16 進数として表されます。

• 終了ポイント － SPX デバイス・ドライバを指すデバイス・ファイルのパ
ス。デフォルトは、Soralis では /dev/mspx、それ以外のプラットフォーム
では /dev/nspx です。必要に応じ、サーバが稼働するマシンに合わせてパ
スを変更してください。デフォルトのパスは、dsedit を実行しているプ
ラットフォームをもとにしています。
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dsedit または dsedit 問題のトラブルシューティング
ここでは、一般的な問題をいくつか取り上げて、それらの問題を修正する方法
について説明します。

dsedit が起動しない

次の各項に該当していないか確認してください。 

• SYBASE 環境変数が設定されていない、または間違ったディレクトリを指
している。

• X11 が正しく設定されていない。リモート・ホストで dsedit を実行してい
る場合は、リモート・ホストの X11 クライアントがユーザ自身のマシン
の X11 サーバに接続できるかどうかを確認してください。トラブルシュー
ティングの詳細については、使用している X11 のマニュアルを参照して
ください。X11 が使用可能ではない場合は、dsedit の代わりに、dscp ま
たは dscp_dce を使用します。

• dsedit を実行しようとしたが、必要な DCE ライブラリがロードできなかっ
た。dsedit には、DCE インストールで提供される共有ライブラリが必要で
す。使用システムの共有ライブラリ検索パスに、DCE ライブラリが入って
いるディレクトリがあることを確認してください。

DCE が使用可能なディレクトリ・サービスとして表示されない

次の各項に該当していないか確認してください。 

• dsedit を使用して DCE エントリを編集できる。

• libtcl.cfg ファイルの [DIRECTORY] セクションが正しく設定されていな
い。このセクションの各エントリには、[Select Directory Service] メニュー
に表示されるディレクトリ・サービスのディレクトリ・ドライバが設定さ
れています。ディレクトリ・サービスのドライバの設定方法については、
「ディレクトリ・ドライバの追加」(70 ページ ) を参照してください。

DCE ディレクトリ・セッションをオープンできない

DCE サービスが [Select Directory Service] メニューに表示されているのに、オー
プンしようとするとエラーになる場合には、次の点を確認してください。 

• libtcl.cfg の [DIRECTORY] セクションのエントリに、間違った Sybase ドラ
イバがリストされていることがあります。libtcl.cfg ファイル構文の詳細に
ついては、「DIRECTORY セクション」(65 ページ ) を、ドライバをロード
する方法については、「ドライバの動的リンク」(64 ページ ) をそれぞれ参
照してください。
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サーバ・エントリを追加、変更、または削除できない

次の各項に該当していないか確認してください。 

• interfaces ファイルまたは DCE ディレクトリにパーミッション問題がある。

interfaces ファイルを編集するには、interfaces ファイルと Sybase インス
トール・ディレクトリに対して書き込みパーミッションが必要です。ま
た、DCE エントリを編集するには、DCE ディレクトリに対する書き込み
特権を持っているユーザとして DCE にログインしてください。

• libtcl.cfg ファイルで DIT ベースが DCE 向けに誤って設定されている。

libtcl.cfg [DIRECTORY] セクションの各ディレクトリ・サービス・エント
リには、そのサービスのサーバ・オブジェクトが保管されるベース・パス
である DIT ベースがリストされています。DIT ベース・パスが DCE ディ
レクトリに実際に存在することを確認してください。DIT ベースを定義す
る方法については、「DIRECTORY セクション」(65 ページ ) を参照してく
ださい。

• DCE システム問題

DCE 管理者は、DCE dcecp ツールを使用して、DCE ディレクトリ・ソフ
トウェアが正しく機能していることを検証できます。詳細については、
DCE のマニュアルを参照してください。
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付 録  A 環境変数

この章では、設定情報となる環境変数を説明します。 

接続に使用する環境変数
Open Client/Open Server 製品は、接続処理時に表 A-1 の環境変数を使用し
ます。

表 A-1: 接続に使用する環境変数

トピック名 ページ

接続に使用する環境変数 61

ローカライゼーションで使用する環境変数 62

環境変数の設定 62

変数 値 使用箇所

DSLISTEN interfaces またはディレクトリ・サービスにリストされてい

る Open Server アプリケーションの名前。

DSLISTEN が設定されていない場合、Open Server はデフォ

ルト値 “SYBASE” を使用する。

Open Server

DSQUERY interfaces またはディレクトリ・サービスにリストされてい

るターゲット・サーバの名前。

DSQUERY が設定されていない場合、Open Client はデフォ

ルト値 “SYBASE” を使用する。

Open Client

SYBASE_OCS Open Client/Open Server 製品のホーム・ディレクトリ。 $SYBASE/$SYBASE_OCS
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ローカライゼーションで使用する環境変数

注意 LC_xxxx 変数は DB-Library では使用されません。

Open Client/Open Server 製品はローカライゼーション時にこれらの環境変数を
使用します。 

• LC_ALL

• LC_COLLATE

• LC_TYPE

• LC_MESSAGE

• LC_TIME

ローカライゼーション環境変数は、POSIX 標準環境変数であり、Sybase 以外
のアプリケーションでも使用可能です。

Sybase 以外のアプリケーションの中には、Open Client/Open Server アプリケー
ションと同じローカライゼーション関連の環境変数を使用できるものもあり
ます。locales.dat には、Sybase 以外のアプリケーションの環境変数で使用する
のと同じロケール名をリストするようにしてください。

環境変数の設定

ここでは、C シェル と Bourne シェルで環境変数を設定する手順を説明します。

C シェルで環境変数を設定するには、次のコマンドを使用します。 

setenv VARIABLE value

たとえば、次のコマンドは DSQUERY 環境変数を “test” と定義します。

setenv DSQUERY test

Bourne シェルで環境変数を設定するには、次のコマンドを使用します。 

VARIABLE=value

たとえば、次のコマンドは DSQUERY 環境変数を “test” と定義します。

DSQUERY=test
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付 録  B 設定ファイル

この章では、Open Client/Open Server 製品が設定情報を入手するときに使
用するファイルについて説明します。この項は、次の項目で構成されてい
ます。

設定ファイルについて
設定ファイルは、インストール時に $SYBASE ディレクトリ構造内のデ
フォルト・ロケーションに作成されます。Open Client/Open Server 製品は
表 B-1 にリストされている設定ファイルを使用します。

表 B-1: 設定ファイルの名前とロケーション

トピック名 ページ

設定ファイルについて 63

libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファイル 64

interfaces ファイル 73

ocs.cfg ファイル 77

ファイル名 説明 ロケーション 関連項目

libtcl.cfg このドライバ設定ファイルには、ディ
レクトリ、セキュリティ、ネットワー

クの各ドライバに関する情報と、必要
な初期化情報が格納されている。

$SYBASE/
$SYBASE_
OCS/config

「libtcl.cfg ファイルと
libtcl64.cfg ファイル」

(64 ページ ) 参照。

interfaces interfaces ファイルには、ファイルにリ
ストされている各サーバの接続とセ

キュリティ情報が含まれる。このファ

イルは libtcl.cfg ファイルのバックアッ
プとしても使用される。

$SYBASE 「interfaces ファイル」
(73 ページ ) 参照。

objectid.dat オブジェクト識別子ファイルは、文字

セット、照合順、セキュリティ・メカ

ニズムのロケール名にグローバル・オ
ブジェクト識別子をマップする。

$SYBASE/
$SYBASE_
OCS/config

「付録 C ローカライ

ゼーション」参照。

ocs.cfg ランタイム設定ファイルを使用する

と、実行時に特定の値を変更できる。

$SYBASE/
$SYBASE_
OCS/
config

「ocs.cfg ファイル」

(77 ページ ) 参照。



libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファイル 

64  Open Client and Open Server

libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファイル
libtcl.cfg ファイルと libtcl64.cfg ファイル (libtcl*.cfg ファイル ) は、Open Client/Open
Server 製品で使用する 3 つのタイプのドライバ情報を含むドライバ設定ファイル
です。 

• ディレクトリ・ドライバ

• セキュリティ・ドライバ

• ネットワーク (Net-Library) ドライバ

ドライバは、Open Client/Open Server ソフトウェアに外部サービス・プロバイ
ダとの汎用インタフェースを提供する Sybase ライブラリです。これによって、
Open Client/Open Server は、複数のサービス・プロバイダをサポートできます。
たとえば、Open Client は DCE ディレクトリ・ドライバを使用して、DCE ディ
レクトリ・サービスと通信できます。

libtcl*.cfg ファイルの目的は、設定情報 (Open Client/Open Server と Open Client/Open
Server ベースのアプリケーション用のドライバ、ディレクトリ、セキュリティ・
サービスなど ) を提供することです。libtcl.cfg と libtcl64.cfg は両方とも、64 ビッ
ト・プラットフォーム上で提供されます。設定情報を探す場合は、dsedit や
srvbuild などの (64 ビット・プラットフォームの ) 32 ビット・アプリケーション
では libtcl.cfg ファイル、64 ビット・アプリケーションでは libtcl64.cfg ファイル
を検索します。

libtcl*.cfg ファイルには、interfaces ファイルや LDAP ディレクトリ・サービス
を使用するかどうかを指定します。libtcl*.cfg ファイルに LDAP が指定してあ
る場合は、サーバ接続時に -I パラメータを渡すことによってアプリケーション
が明示的に libtcl*.cfg ファイルを上書きしないかぎり、interfaces ファイルは無
視されます。

ドライバの動的リンク

Client-Library と Server-Library は、ディレクトリとセキュリティ・ドライバの
動的ロードをサポートしています。これによって、アプリケーションを再リン
クすることなく、アプリケーションが使用しているドライバを変更でき、自分
のサイトで使用できるようになったときにその機能を使用できます。

$SYBASE/$SYBASE_OCS/config/libtcl.cfg には、Net-Library、ディレクトリ、セ
キュリティ・ドライバを設定します。このファイルは、記号文字列を適切なド
ライバと必要な初期化情報にマップします。

dscp_dce などの Sybase ユーティリティ・プログラムを含む Client-Library また
は Server-Library アプリケーションは、次のように libtcl.cfg で指定された適切
なドライバを検索します。 

1 libtcl.cfg 内のドライバのファイル名にパスのコンポーネント ( スラッシュ
を含んでいる ) が指定されている場合には、そのパスが使用されます。指
定されていない場合は、検索は手順 2 に進みます。
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2 ユーザのプラットフォームによっては、次の環境変数によって指定された
ディレクトリを検索します。 

• Sun Solaris、HP Tru64 UNIX、Linux － LD_LIBRARY_PATH

• HP/UX － SHLIB_PATH

• IBM RS6000 － LIBPATH

ドライバが見つからない場合には、手順 3 に進みます。

3 パス $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib ( または、デバッグモード・ライブラリを使
用して構築されたアプリケーションには $SYBASE/$SYBASE_OCS/devlib) を使
用します。

libtcl.cfg の使い方

ネットワーク、ディレクトリ、またはセキュリティ・ドライバをロードする
と、Open Client/Open Server は libtcl.cfg ファイルを読み込みます。libtcl.cfg は、
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config ディレクトリにあります。

libtcl.cfg のエントリは、Open Client/Open Server 製品にドライバの名前とその
ドライバの初期化情報を提供します。

libtcl.cfg の構成

Open Client/Open Server バージョン 12.5.1 のディレクトリ・サービスやセキュ
リティ・サービスを利用するには、これらのサービスをサポートする適切なソ
フトウェアが必要です。 

libtcl.cfg ファイルは、ドライバのタイプごとに 3 つのセクションに分かれてい
ます。セクションには、次のような見出しが付けられています。 

• [DIRECTORY]

• [SECURITY]

• [DRIVERS]

DIRECTORY セクション

DIRECTRY セクションには、ディレクトリ・ドライバがリストされています。
ディレクトリ・ドライバ・エントリの構文は、次のとおりです。 

provider=driver init-string

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• provider には、ディレクトリ・サービスのローカル名が入ります。この要
素には、アルファベット、数字、アンダースコアだけで構成される、64 文
字以内の任意の名前を付けることができます。
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• driver はドライバの名前です。すべてのドライバのデフォルト・ロケーショ
ンは $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib です。DCE ディレクトリ・ドライバはプラッ
トフォームに依存します。 

• HP/UX － libddce.sl

• IBM RS/6000 － libddce.so.a

• Sun Solaris、HP Tru64 UNIX － libddce.so

• init-string はドライバの初期化文字列です。init-string の値はドライバによっ
て異なります。

DCE ドライバでは、init-string には DIT ベースを指定します。DIT ベースは、DCE
がサーバ・エントリの検索を開始するロケーションです。init-string の構文を次
に示します。 

ditbase=/.:/location

init-string が指定されていない場合は、デフォルトの DIT ベースは 
/.:/subsys/sybase/dataservers になります。

DCE dcecp ユーティリティを実行し、create directory コマンドを使用してサー
バ・エントリがある可能性のある DCE ディレクトリ構造に DIT ベースのロ
ケーションを作成します。

次の DIRECTORY セクションには、Sun Solaris DCE ドライバのエントリが示
されています。

[DIRECTORY]
 dce=libddce.so ditbase=/.:/subsys/sybase/server

DCE ディレクトリ・ドライバのグローバル・ディレクトリ・サービスとの対話

HP Tru64 UNIX では、DCE のディレクトリ・ドライバがグローバル・ディレ
クトリ・サービス (GDS) と対話します。グローバル・ディレクトリ・サービ
スやセル・ディレクトリ・サービスに使用される名前の有効な文字について
は、DCE のマニュアルを参照してください。

DIRECTORY セクションの LDAP エントリ

最も簡単なフォームで、LDAP ディレクトリ・サービスは、次のようなフォー
マットによって指定されています。

[DIRECTORY]
ldap=libdldap.so ldapurl

ここでは、ldapurl は次のように定義されています。

ldap://host:port/ditbase

次の LDAP エントリは上記と同じ属性を使用していますが、匿名接続であり、
LDAP サーバが読み込み専用アクセス可能な場合にだけ動作します。 

      ldap=libdldap.so ldap://test:389/dc=sybase,dc=com
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libtcl*.cfg ファイルでユーザ名とパスワードを LDAP URL への拡張機能として
指定すると、接続時にパスワード認証が有効になります。

ユーザ名を設定するには、次のように入力します。

if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_DS_PRINCIPAL, ldapprincipal,
     strlen(ldapprincipal), (CS_INT *)NULL) != CS_SUCCEED)
{
     ...
}

パスワードを設定するには、次のように入力します。

if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_DS_PASSWORD, ldappassword,
     strlen(ldappassword), (CS_INT *)NULL) != CS_SUCCEED)
{
     ...
}

パスワードの暗号化

libtcl.cfg と libtcl64.cfg ファイルのエントリは人間が判読できるフォーマットで
す。Sybase では、基本的なパスワードの暗号化のために pwdcrypt ユーティリ
ティを提供しています。pwdcrypt は、キーボード入力を行うと、パスワード
と置換される暗号値を生成する単純なアルゴリズムです。pwdcrypt ユーティ
リティは $SYBASE/$SYBASE_OCS/bin にあります。

Open Client/Open Server (OCS) ディレクトリから、コマンド・プロンプトに次
のように入力します。

bin/pwdcrypt

要求されたら、パスワードを 2 度入力します。

pwdcrypt ユーティリティが、次のように暗号化されたパスワードを生成します。

0x01312a775ab9d5c71f99f05f7712d2cded2i8d0ae1ce78868d0e8669313d1bc4c706

標準的な ASCII テキスト・エディタを使用して、暗号化されたパスワードをコ
ピーして libtcl*.cfg ファイルに貼り付けます。暗号化の前に、ファイル・エン
トリが次のように表示されます。

ldap=libdldap.so
ldap://dolly/dc=sybase,dc=com????bindname=cn=Manager,dc=sybase,dc=com?secret

パスワードを、暗号化した文字列に置き換えます。

ldap=libdldap.so
ldap://dolly/dc=sybase,dc=com????bindname=cn=Manager,dc=sybase,dc=com? 
0x01312a775ab9d5c71f99f05f7712d2cded2i8d0ae1ce78868d0e8669313d1bc4c706

警告！ パスワードが暗号化された場合でも、ファイル・システム・セキュリティ
を使用してパスワードを保護してください。
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SECURITY セクション 
SECURITY セクションには、セキュリティ・ドライバがリストされています。
セキュリティ・ドライバ・エントリの構文は次のとおりです。 

provider=driver init-string

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• provider には、セキュリティ・メカニズムのローカル名が入ります。セキュ
リティ・メカニズムのローカル名は、オブジェクト識別子ファイル
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config/objectid.dat にリストされています。

objectid.dat の詳細については、「objectid.dat ファイル」(88 ページ ) を参照
してください。

DCE セキュリティ・メカニズムのデフォルト・ローカル名は “dce” です。
CyberSafe Kerberos セキュリティ・メカニズムのデフォルト・ローカル名は
“csfkrb5” です。メカニズムのローカル名にデフォルト以外の名前を使用す
る場合は、オブジェクト識別子ファイル内のデフォルト名の後に、その名
前のエイリアスを追加する必要があります ( 例については、「objectid.dat の
例」(89 ページ ) を参照してください )。

• driver はドライバの名前です。すべてのドライバのデフォルト・ロケーショ
ンは $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib です。

表 B-2 は、プラットフォームごとにサポートされているセキュリティ・ドライ
バのリストです。

表 B-2: サポートされているセキュリティ・ドライバ

プラット

フォーム

セキュリティ・

タイプ

セキュリティ・

ドライバ サービスの互換性

Solaris 2.x DCE
 

CyberSafe 
Kerberos

libsdce.so
 

libskrb.so

オペレーティングシステム・プ

ロバイダは、OSF DCE 1.1 と互
換性がなければならない。

CyberSafe TrustBroker 2.1。

HP Tru64 
UNIX

DCE libsdce.so オペレーティングシステム・プ

ロバイダは、OSF DCE 1.1 と互
換性がなければならない。

IBM 
RS/6000

DCE
CyberSafe 
Kerberos

libsdce.so.a 

libskrb.so.a

オペレーティングシステム・プ
ロバイダは、OSF DCE 1.1 と互

換性がなければならない。

HP-UX DCE
 

CyberSafe 
Kerberos

libsdce.sl
 

libskrb.sl 

オペレーティングシステム・プ

ロバイダは、OSF DCE 1.1 と互

換性がなければならない。

CyberSafe TrustBroker 2.1。
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• init-string はドライバの初期化文字列です。値はドライバによって異なり
ます。

DCE ドライバでは、init-string の構文は次のとおりです。 

    secbase=/.../cell_name 

cell_name は、DCE セルの名前です。

CyberSafe Kerberos ドライバでは、init-string の構文は次のとおりです。 

    secbase=@realm 

realm は、デフォルトの CyberSafe Kerberos レルム名です。

次の SECURITY セクションには、Sun Solaris 上の DCE と CyberSafe Kerberos
ドライバのエントリが示されています。 

• DCE 

[SECURITY]
 dce=libsdce.so secbase=/.../dsatestcell

• CyberSafe Kerberos 

[SECURITY]
 csfskrb=libskrb.so secbase=@ASE libgss=libgss library>

libgss=/krb5/lib/libgss.so です。

DRIVERS セクション

DRIVERS セクションには、ネットワーク・ドライバがリストされています。
ディレクトリ・ドライバ・エントリの構文は、次のとおりです。 

driver=protocol description

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• driver には、ドライバの名前が入ります。すべてのドライバのデフォルト・
ロケーションは $SYBASE/$SYBASE_OCS/lib です。

ネットワーク・トランスポート・ドライバは、次のとおりです。 

• tli 用の libtli.so と libinsck.so － Sun Solaris

• tcp 用の libinsck.sl － HP 9000、RS/6000

• tcp 用の libinsck.so.a － RS/6000
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• protocol は、ネットワーク・プロトコルの名前です。有効な値は次のとお
りです。 

• TCP/IP － “tcp”

• TLI － “tli”

この要素はドライバのプロトコルと一致させてください。

• description は、エントリの説明です。これはオプションです。

次の DRIVERS セクションでは、tli ドライバのエントリを示します。 

[DRIVERS]
 libtli.so=tli The tli driver

注意 DRIVERS セクションでドライバを指定しない場合は、Open Client/Open
Server 製品はプラットフォーム固有のデフォルト・ドライバを使用します。詳
細については、表 B-2 を参照してください。

ディレクトリ・ドライバの追加

❖ libtcl.cfg にディレクトリ・ドライバを追加する

1 provider の値を選択します。任意の値を選択できます。

注意 エントリをデフォルト・ディレクトリ・ドライバにするには、その
エントリを DIRECTORY セクションの最初のエントリとして追加します。

2 driver の値を指定します。この値はプラットフォームによって異なります。 

• IBM RS/6000 では、libddce.so.a を使用します。

• Sun Solaris と HP Tru64 UNIX では、libddce.so を使用します。

• HP/UX では、libddce.sl を使用します。

注意 HP/UX、IBM RS/6000、Sun Solaris では、オペレーティング・シ
ステム・プロバイダは OSF DCE 1.1 と互換性がなければなりません。

3 DIT ベースの値を指定します。この値は、DCE がサーバ・エントリの検
索を開始するロケーションです。
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4 DIT ベース・パスが DCE ディレクトリに存在することを確認します。

DCE 管理者はこの作業を行う必要がある場合があります。dcecp を実行
し、directory list コマンドを使用して DIT ベース・ロケーションがあるか
どうかを確認します。必要に応じて、dcecp ユーティリティの directory
create コマンドを使用して DIT ベース・ロケーションを作成します。
dcecp の詳細については、DCE のマニュアルを参照してください。

5 DIRECTORY セクションに移動し、次のフォーマットを使用してエントリ
を追加します。 

provider=driver ditbase=Value

次に例を示します。 

dce=libddce.so ditbase=/.:/subsys/sybase/testserver

異なる DIT ベースを使用する複数の DCE ドライバ・エントリを追加でき
ます。複数のドライバ・エントリがあると、dscp_dce や dsedit_dce ツー
ルを使用して DCE ディレクトリの異なるロケーションにあるエントリを
表示したり、修正したりする場合に便利です。たとえば、次のようなエン
トリを追加する場合があります。 

[DIRECTORY]
 dce=libddce.so ditbase=/.:/subsys/sybase/dataserver
 dcetest=libddce.so ditbase=/.:/subsys/sybase/testserver

セキュリティ・ドライバの追加

❖ libtcl.cfg にセキュリティ・ドライバを追加する

1 provider の値を指定します。この値は、オブジェクト識別子ファイル 
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config/objectid.dat にリストされているセキュリ
ティ・メカニズムのローカル名です。DCE セキュリティ・メカニズムの
デフォルト・ローカル名は “dce” です。

2 driver の値を指定します。この値は、プラットフォームとセキュリティ・
メカニズムによって異なります ( 表 B-2 (68 ページ ) に、ドライバ名がリ
ストされています )。

3 init-string の値を指定します。

DCE ドライバでは、init-string は次のフォームを使用します。 

secbase=/.../cellname

ここでは、cellname には、DCE セルの名前が入ります。

CyberSafe Kerberos ドライバでは、init-string は次のフォームを使用します。 

secbase=@realmname

realmname は、修飾されていない CyberSafe ユーザ名のデフォルトのレル
ム名です。
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4 SECURITY セクションに移動し、次のフォーマットを使用してエントリを
追加します。 

provider=driver init-string

次に例を示します。 

dce=libsdce.so secbase=/.:/sec/principal

ネットワーク・ドライバの追加

❖ libtcl.cfg にネットワーク・ドライバを追加する

1 driver の値を指定します。ドライバは次のとおりです。 

• HP 9000 上 の TCP/IP の場合は、libinsck.sl

• RS/6000 上 の TCP/IP の場合は、libinsck.so.a 

• Sun Solaris 上の TLI の場合は、libtli.so

2 protocol の値を指定します。この値は手順 1 で選択したドライバのプロト
コルと一致していなければなりません。有効な値は次のとおりです。 

• TCP/IP － “tcp”

• TLI － “tli”

3 description の値を選択します。任意の値を選択でき、省略も可能です。

4 DRIVERS セクションに移動し、次のフォーマットを使用してエントリを
追加します。 

driver=protocol description

次に例を示します。 

libtli.so=tli The tli driver

注意 DRIVERS セクションでドライバを指定しない場合、Open Client/Server 製
品はプラットフォーム固有のデフォルト・ドライバを使用します。詳細につい
ては、表 B-2 (68 ページ ) を参照してください。
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interfaces ファイル
interfaces ファイルには、サーバのネットワーク・ロケーションに関する情報
が含まれています。

Open Client/Open Server は interfaces を限定機能のディレクトリ・サービスとし
て使用します。interfaces ファイルは、外部ディレクトリ・サービスに障害が
発生した場合のデフォルトとしても機能します。 

• Open Client は interfaces エントリの query 行に指定されているネットワー
ク情報を使用して、サーバに接続します。

• Open Server は interfaces エントリの master 行に指定されているネットワー
ク情報を使用して、クライアント接続要求を受信します。

interfaces ファイルは、インストール中に $SYBASE/interfaces として作成されま
す。Open Client/Server 製品は、$SYBASE 内で interfaces を探します。

アプリケーションは、デフォルトのロケーション以外で interfaces を探すこと
ができます。詳細については、『Open Client Client-Library/C リファレンス・マ
ニュアル』の「ct_config」と『Open Server Server-Library/C リファレンス・マ
ニュアル』の「srv_props」を参照してください。

interfaces のエントリ

Open Client/Open Server 11.1 以降は interfaces エントリに標準フォーマットを使
用します。

注意 Open Client/Open Server の上記以前のバージョンと SQL Server の現在の
バージョンは、tli ベースのプラットフォーム用に 16 進数エントリ・フォーマッ
トが必要です。この項では標準フォーマットを定義し、以前の “tli” フォーマッ
トをいつ使用したらよいかを説明します。

標準フォーマット

interfaces エントリには、次のフォームを使用します。 

# put comments here<newline> 
 SERVERNAME[<tab>retry_count<tab>retry_delay]<newline>
 <tab>{master|query} protocol network host port<newline>
 <tab>[secmech mechanism1,..., mechanismn]<newline>
 <blank line>
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各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• SERVERNAME は Open Client/Open Server が、どの interfaces エントリを読
み込むのかを認識するときに使用するエイリアスです。SERVERNAME に
は、アルファベット (ASCII a-z、A-Z) で始まり、アルファベット、数字、
アンダースコアだけで構成される 11 文字以内の名前を指定します。

• retry_count ( オプション ) には、クライアントが最初の接続に失敗したあ
と、サーバに接続しようとする回数を指定します。

• retry_delay ( オプション ) には、接続しようとする間隔を指定します。

• “master | query” には、次のように接続のタイプを指定します。 

• “master” は master 行を指定します。これはサーバ・アプリケーション
がクライアント・クエリを受信するときに使用します。

• “query” は query 行を指定します。これはクライアント・アプリケー
ションがサーバを探すときに使用します。

interfaces エントリの master 行と query 行には、同じ情報が含まれていま
す。dscp ユーティリティは各エントリに両タイプの行を作成します。結
果のエントリはクライアントとサーバの両方が使用できます。

• protocol は、ネットワーク・プロトコルの名前です。有効な値は次のとお
りです。 

• TCP/IP の場合は “tcp” － すべての UNIX プラットフォーム

• IPX/SPX の場合は “spx” － UnixWare

• DECnet の場合は “decnet” － HP Tru64 UNIX

• network は、ネットワークの記述子です。

Open Client/Open Server は、現時点では network を使用していません。network
はプレースホルダであり、Sybase は今後この情報を定義します。

• host は、サーバが稼働しているノードやマシンのネットワーク名です。host
に指定できる最大文字数はエントリで指定されるプロトコルによって異
なります。 

• TCP/IP での最大文字数は 32 文字です。

• DECnet での最大文字数は 6 文字です。

/bin/hostname コマンドを使用して、ログインするマシンのネットワーク
名を調べます。
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• port は、クエリを受け取るためにサーバが使用するポートです。TCP/IP と
DECnet プロトコルはそれぞれ次のようにこの要素を指定します。 

• TCP/IP：有効なポート番号の範囲は 1025 から 65535 までです。ただ
し、1025 ～ 7009、9535、17007 は登録されたポート番号で、システ
ムですでに使用されている可能性があります。

• DECnet：有効なオブジェクト番号は 128 から 253 までの範囲です。オ
ブジェクト名も有効です。

netstat コマンドを使用して、どのポート番号が使用されているかを確認
してください。

• オプションの SECMECH 行には、サーバがサポートするセキュリティ・メ
カニズムをリストするときに使用する識別子が含まれています。

• mechanism1,..., mechanismn  はサーバがサポートするセキュリティ・メカニ
ズムです。カンマをセパレータとして使用して複数のセキュリティ・メカ
ニズムを指定できます。

セキュリティ・メカニズムはオブジェクト識別子としてリストされます。
オブジェクト識別子は、グローバル・オブジェクト識別子ファイル内のセ
キュリティ・メカニズムのローカル名にマップしたグローバルにユニーク
な数字列です。

オブジェクト識別子の詳細については、「objectid.dat ファイル」(88 ペー
ジ ) を参照してください。

トランスポート・レイヤ・インタフェース・フォーマット

Open Client/Open Server 11.1 では interfaces エントリに標準フォーマットを使用
しますが、tli の 16 進数フォーマットを使用するエントリも認識します。

dscp では、次のように入力して、トランスポート・タイプとして tli フォー
マットを指定できます。 

tli protocol

詳細については、「サーバ・エントリの追加と変更」(42 ページ ) を参照してく
ださい。

interfaces ファイルの編集

dscp、または vi などのオペレーティグ・システム・エディタを使用して interfaces
を編集します。

dscp を使用して interfaces ファイルを編集すると、dscp が入力するアドレス
文字列を正しくフォーマットするので、処理が簡単になります。dscp を使用
して interfaces ファイルを編集する手順については、「第 7 章 dscp の使用」を
参照してください。
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スタンバイ・サーバ・アドレッシング

interfaces ファイルを設定すると、スタンバイ・サーバ・アドレッシングが可
能になります。スタンバイ・サーバ・アドレッシングを使用すると、Open Client
は、最初の接続に失敗した場合、代替サーバに接続できます。

たとえば、次に示す interfaces エントリは、“violet” というマシン上のポート番
号 1025 のサーバにアプリケーションをダイレクトします。このサーバが使用
できない場合、接続は失敗します。 

# 
 BETA
     query tcp hp-ether violet 1025 
     master tcp hp-ether violet 1025 
     secmech 1.3.6.1.4.1.897.4.6.1

ただし、BETA エントリに複数の query 行がある場合、Open Client は、最初の
接続に失敗すると、リストされている次のサーバに自動的に接続しようとしま
す。この interfaces エントリは、次のように表示されます。 

# 
 BETA
 query tcp hp-ether violet 1025 
 query tcp hp-ether plum 1050 
 query tcp hp-ether mauve 1060 
 master tcp hp-ether violet 1025 
 secmech 1.3.6.1.4.1.897.4.6.1

注意 interfaces エントリの SERVERNAME の要素はエイリアスであり、実際の
サーバをユニークに識別しません。ホストとポートの要素は、サーバをユニー
クに識別します。

前述の例では、Open Client は、ポート 1025 の “violet” への接続に失敗すると
ポート 1050 の “plum” にというように、次の query 行にリストされているサー
バに接続しようとします。

代替サーバの番号は、サーバの interfaces エントリにリストされることもあり
ますが、各代替サーバは同一の interfaces ファイルにリストされていなければ
なりません。
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ocs.cfg ファイル
ランタイム設定ファイル ocs.cfg は Client-Library アプリケーションが使用し、
次のものを設定します。

• プロパティ値

• サーバ・オプション値

• サーバ機能

• デバッグ・オプション

ocs.cfg を使用することによって、アプリケーションで値を設定するルーチンを
呼び出す必要がなくなり、コードを再コンパイルすることなくアプリケーショ
ンの設定を変更できます。

デフォルトでは、Client-Library は ocs.cfg を読み込みませんが、
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config にファイル名がある場合、ctlib ベースのすべて
のアプリケーションはファイルを読み込もうとします。Client-Library がこの
ファイルを使用できるように、アプリケーションでプロパティを設定する必
要があります。

ファイル構文と、ファイルに設定できるプロパティについては、『Open Client
Client-Library リファレンス・マニュアル』の「ランタイム設定ファイルの使い
方」を参照してください。
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付 録  C ローカライゼーション

ローカライゼーションとは、特定の言語を使用して、その言語を使用する
国の慣習に従って実行できるように、アプリケーションを初期化するプロ
セスです。

この章では、システム設定の観点からローカライゼーションとローカライ
ゼーション・ファイルを説明します。ローカライゼーションに関するプロ
グラミングの問題については、Open Client/Open Server の『開発者用国際
化ガイド』を参照してください。

この付録の内容は、次のとおりです。

ローカライゼーション・プロセスの概要
Open Client/Open Server アプリケーションのローカライズには次の 2 つの
方法があります。 

• 初期ローカライゼーション値の使用

• 初期ローカライゼーション値とカスタム・ローカライゼーション値の
使用

すべての Open Client/Open Server アプリケーションは初期ローカライゼー
ション値を使用します。これは、実行時に決定されます。

さらにアプリケーションの実行中、特定の時点でローカライズする必要が
あった場合、Open Client/Open Server アプリケーションはカスタム・ロー
カライゼーション値も使用できます。カスタム・ローカライゼーション値
は、実行時に設定された初期ローカライゼーション値を上書きします。

トピック名 ページ

ローカライゼーション・プロセスの概要 79

ローカライゼーション・ファイル 81

locales ディレクトリ 82

charsets ディレクトリ 86

config ディレクトリ 88
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ローカライゼーション時に使用する環境変数

Open Client と Open Server は環境変数を使用して、locales.dat ファイルでどの
ロケール名を探すかを決定します。Open Client と Open Server は必ず次の環境
変数を検索します。 

• LC_ALL

• LANG (LC_ALL が設定されていない場合 )

カスタム・ローカライゼーション値を設定する場合、Open Client と Open Server
は表 C-1 に示されている環境変数を検索することもあります。

表 C-1: ローカライゼーションで使用する環境変数

アプリケーションがカスタム・ローカライゼーション時にどの環境変数を使用
するかについては、Open Client/Open Server の『開発者用国際化ガイド』を参
照してください。

ローカライズされたアプリケーションを実行する前に、次の点に注意してくだ
さい。 

• locales.dat ファイルに、アプリケーションが使用するローカライゼーショ
ン値を反映したエントリが入っていることを確認してください。入ってい
ない場合は、該当するエントリを追加してください。

• アプリケーションが使用するローカライゼーション・ファイルがインス
トールされていることを確認してください。 

• ローカライズしたメッセージ・ファイルは $SYBASE/locales/message
ディレクトリにあります。

環境変数 説明 使用

LC_ALL メッセージ、データ型変換、ソートに使用
する言語、文字セット、照合順

初期ローカライ
ゼーション、カ

スタム・ローカ
ライゼーション

LANG メッセージ、データ型変換、ソートに使用
する言語、文字セット、照合順

Open Client/Open Server 製品は、LC_ALL
環境変数を見つけることができない場合

には LANG 環境変数を検索する。

初期ローカライ
ゼーション

LC_COLLATE 文字データのソートと比較を行うときに

使用する照合順 ( ソート順 )
カスタム・ローカ

ライゼーション

LC_CTYPE データ型変換に使用する文字セット カスタム・ローカ

ライゼーション

LC_MESSAGE メッセージに使用する言語。 カスタム・ローカ

ライゼーション

 LC_TIME 日付と時刻のフォーマット、ネイティブ言
語での名前、月と日の省略形などの日時文

字列に使用する日付と時刻のデータ表現

カスタム・ローカ
ライゼーション
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• 照合順ファイルは $SYBASE/charsets ディレクトリにあります。

すべての Open Client/Open Server 製品には、最低 1 つの言語と、1 つまた
は複数の文字セットと照合順 ( ソート順 ) をサポートするファイルが含ま
れています。インストール時に、これらのファイルは $SYBASE ディレク
トリ構造の適切なロケーションにロードされます。Open Client または
Open Server アプリケーションを設定するときには、上記のディレクトリ
に、ユーザ・サイトとユーザ・アプリケーションに適切なファイルが入っ
ていることを確認してください。

ローカライゼーション・ファイル
実行時に、Open Client/Open Server アプリケーションは外部ファイルからロー
カライゼーション情報をロードします。$SYBASE ディレクトリの 3 つのディ
レクトリには、これらのファイルが入っています。 

• locales ディレクトリは次のディレクトリとファイルから構成されます。 

• 言語、文字セット、照合順にロケール名をマップする locales.dat ファ
イル

• すべての製品用のローカライズされたエラー・メッセージが入ってい
る message サブディレクトリ。このディレクトリは言語名別に編成さ
れています。

• 以前のリリースの Open Client/Open Server ソフトウェアとの互換性の
ために用意されている language_name サブディレクトリ。このディレ
クトリには、ローカライズされたメッセージ・ファイルが文字セット
別に編成されて入っています。

• charsets ディレクトリには、サポートされている各文字セットのサブディ
レクトリが入っています。それぞれのサブディレクトリには、文字セット
のソート・ファイルと変換ファイルが入っています。

• config ディレクトリには、次のファイルが入っています。 

• 文字セットや言語などのオブジェクトのグローバル名をプラット
フォームに依存したローカルな名前にマップする objectid.dat ファイル

• 必要に応じて、ソース Unicode と置換するためのニーモニック文字列
が入っている mnemonic.dat ファイル
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locales ディレクトリ
locales ディレクトリには、アプリケーションがローカライゼーション情報を
ロードするときに使用するファイルが入っています。また、言語固有のメッ
セージ・ファイルも入っています。

locales.dat ファイル

ロケール・ファイル (locales.dat) は、プラットフォームに依存するロケール情
報を Sybase 独自のフォーマットで提供します。このファイルは、言語、文字
セット、照合順とロケール名を対応させます。

使用方法 Open Client/Open Server アプリケーションは locales.dat を使用して、どのロー
カライゼーション情報をロードするかを決定します。locales.dat ファイルは
Open Client/Open Server アプリケーションのためのローカライゼーション情報
を格納していますが、ローカライズされた実際のメッセージまたは文字セット
の情報は入っていません。 

locales.dat のロケー
ション 

locales.dat ファイルは $SYBASE/locales ディレクトリにあります。$SYBASE/locales
ディレクトリ構造図については、「ローカライゼーション・ファイル」(81 ペー
ジ ) を参照してください。

locales.dat のセクション
とエントリ

locales.dat は、プラットフォーム固有のセクションで構成され、各セクション
には事前に定義されたロケール定義エントリが入っています。これらのエント
リはプラットフォームによって異なりますが、すべてのセクションには「デ
フォルト」ロケールを定義するエントリが指定されています。

ロケール定義エントリの形式は、次のとおりです。 

locale = locale_name, language_name, charset_name 
[,sortorder_name]

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• locale_name はロケール定義の名前です。locale_name のデフォルト値は、
ベンダ指定であり、POSIX 用語規定に基づいています。locales.dat ファイ
ルの末尾にあるコメントには、ロケール名の POSIX 値がリストされてい
ます。

• "," ( カンマ ) はファイルのリスト・セパレータ文字です。

• language_name は Sybase 製品が言語を認識するときに使用するサブディ
レクトリ名です。

• charset_name は Sybase 製品が文字セットを認識するときに使用するサブ
ディレクトリ名です。

• sortorder_name は Sybase 製品が照合順を認識するときに使用するファイ
ル名です ( オプション )。
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次の locales.dat ファイル・エントリでは、フランス語のロケールを指定してい
ます。このロケールではソート順が指定されていないので、デフォルトのソー
ト順である「バイナリ」が使用されます。 

locale = fr.FR.88591, french, iso_1

locales.dat  ファイルの例 locales.dat の次の部分は、プラットフォーム固有のセクションを示しています。 

[aix]

      locale = C, us_english, iso_1
      locale = En_US, us_english, iso_1
      locale = en_US, us_english, iso_1
      locale = default, us_english, iso_1
      locale = japanese.sjis, japanese, sjis
      locale = japanese, japanese, eucjis
      locale = us_english.utf8, us_english, utf8

locales.dat の編集 locales.dat の事前に定義されたエントリがユーザのニーズに合わない場合は、
vi などのオペレーティング・システムのテキスト・エディタを使用してファイ
ルを編集します。

警告！ 編集を行う前に、元の locales.dat のコピーを作成してください。コピー
を作成しておくと、編集したファイルで問題が発生した場合に役立ちます。ま
た、プラットフォームのエントリを調べて、エントリがすでにあるかどうかも
確認してください。

locales.dat を編集して次のことを行います。 

• 「デフォルト」ロケール定義を変更します。

• ロケール定義を追加します。

• Sybase 以外のソフトウェアが使用するロケール名に合わせます。たとえば、
次のように Sybase であらかじめ定義されているロケール名は “fr” です。 

locale = fr, french, iso_1

Sybase 以外のアプリケーションでは LC_ALL 環境変数に “french” の値が
必要な場合は、ロケール名を次のように変更します。 

locale = french, french, iso_1
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locales.dat ファイルに新しいエントリを追加したり、既存のエントリを変更す
るには、次の手順に従ってください。 

1 locale_name に使用する値を選択します。

2 language_name の値を決定します。

Sybase 言語モジュールがインストールされると、Sybase ディレクトリ・ツ
リーの locales/message ディレクトリに言語のサブディレクトリが作成さ
れます。language_name はこのサブディレクトリの名前と一致している必
要があります。

3 charset_name の値を決定します。

Sybase の言語モジュールがインストールされると、Sybase ディレクトリ・
ツリーの charsets ディレクトリに、サポートされているそれぞれの文字
セット用のサブディレクトリが作成されます。charset_name は、これらの
サブディレクトリ名のうちの 1 つと一致している必要があります。

4 バイナリ以外のソート順を選択する場合は、sortorder_name の値を決定し
ます。

charsets/charset_name サブディレクトリには、文字セットのソート順 (*.srt)
ファイルがあります。sortorder_name は、これらのファイル名のうちの 1 つ
と一致している必要があります (.srt サフィックスの部分は指定しません )。

5 locales.dat ファイルの該当するプラットフォーム固有セクションで、該当
するエントリを入力または変更します。

ローカライゼーション環境変数 (LC_ALL、LC_CTYPE、LC_MESSAGE、
LC_TIME、LANG) を適切に更新します。

新しいロケール名をすでに追加していて、既存のアプリケーションが cs_locale
呼び出しでこの新しい名前を使用するようにしたい場合は、アプリケーション
を適切に編集して再コンパイルします。

注意 アプリケーションがエントリを使用しなくなっても、locales.dat からその
エントリを削除する必要はありません。エントリを削除する場合は、そのエン
トリを使用するアプリケーションが 1 つもないことを確認してください。
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ローカライズしたメッセージ・ファイル

警告！ ローカライズしたメッセージ・ファイルは編集しないでください。

ローカライズされたメッセージ・ファイルには、特定の言語で記述した製品
メッセージが入っています。これらのメッセージ・ファイル 
(locales/message/language_name ディレクトリ内の *.loc ファイル ) を使用して、
Open Client/Open Server アプリケーションはさまざまな言語でメッセージを生
成できます。

すべての Open Client/Open Server 製品には、英語 (us_english) のメッセージ・
ファイルが入っています。他の言語をサポートするためのファイルが入ってい
る場合もあります。

新しい言語モジュールを購入してインストールする場合、インストール処理で
language_name サブディレクトリが新規に作成され、新しい言語のメッセージ・
ファイルが格納されます。

メッセージ・ファイル名はプラットフォームによって異なることもあります
が、たいていは次のような名前になります。 

• cslib.loc － CS-Library メッセージ

• ctlib.loc － Client-Library メッセージ

• oslib.loc － Server-Library メッセージ

• blklib.loc － Bulk Library メッセージ

• bcp.loc － Bulk Copy メッセージ

• esql.loc － Embedded SQL メッセージ

すべての Open Client/Open Server メッセージ・ファイルは Unicode ISO 10646
UTF-8 文字セットを使用します。

Open Client/Open Server 製品は、必要に応じてメッセージを UTF-8 から他の文
字セットに変換します。
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charsets ディレクトリ
charsets ディレクトリには、サポートする各文字セットの変換ファイルと照合
順ファイルが入っています。

変換設定ファイル

各文字セットの変換設定ファイルには、変換処理に関する情報が入っています。

変換設定ファイルの使
い方

クライアントとサーバが異なる文字セットを使用する場合は、文字セット間で
の変換が必要となります。Open Client/Open Server 製品には、各文字セットの
変換をサポートするファイルが含まれています。

文字セットの変換設定ファイルには、変換に使用するモードとマップ不可能な
文字に使用する置換文字が指定されています。

表 C-2 には、変換モードが説明されています。

表 C-2: コード化文字セット変換のモード

文字セット変換処理の詳細については、Open Client/Open Server の『開発者用
国際化ガイド』を参照してください。 

変換設定ファイルのロ
ケーション

各文字セットに、変換設定ファイルがあります。このファイルは 
$SYBASE/charsets/charset_name/charset_name.cfg にあります。

$SYBASE/charsets ディレクトリ構造図については、「ローカライゼーション・
ファイル」(81 ページ ) を参照してください。

変換設定ファイル・エン
トリ

変換セクションには、特定の文字セットへの変換がどのように行われるかを記
述するエントリが入っています。変換セクションのエントリは、テーブル駆動
型の変換かアルゴリズム駆動型の変換かを示す場合があります。

モード 説明

MATCH

出荷時に提供され
ているファイルに

はこの値が入って

いる。

変換処理では、変換元と変換先とで一致している値が変換される。

変換元の文字のコードが正しくないか、またはマップ不可能である場合は、変
換処理では、変換先の文字セットの変換設定ファイルに定義されている送信先

置換文字を使用する。

BESTGUESS 変換処理では、変換元と変換先とで一致している値と近似の値が変換される。

変換元の文字のコードが正しくないか、またはマップ不可能である場合は、変
換処理では、変換先の文字セットの変換設定ファイルに定義されている送信先

置換文字を使用する。

MNEMONIC 変換元と変換先とで一致している値が変換される。変換元の値に対して一致し

ている値がない場合、変換処理では変換先の値として Unicode のニーモニック
文字列が使用される。適切なニーモニック文字列がない場合は、変換処理では

変換先の値として Unicode の 16 進数文字列が使用される。

変換元の文字のコードが正しくない場合は、変換処理では、変換先の文字セッ

トの変換設定ファイルに定義されている送信先置換文字を使用する。
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テーブル駆動型の変換の場合、エントリの形式は次のようになります。 

[conversion]
     convertto = dest_charset, table, mode, replacement_char

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• dest_charset は変換先の文字セットの名前です。

• "," ( カンマ ) はファイルのリスト・セパレータ文字です。

• table は変換がテーブル駆動型であることを示すキーワードです。

• mode は使用する変換モードです。テーブル駆動型の変換だけに適用され
ます。有効な値は次のとおりです。 

• MATCH

• BESTGUESS

• MNEMONIC

各モードの詳細については、表 C-2 を参照してください。

• replacement_char は MATCH と BESTGUESS モード変換時に使用する送信
先置換文字の 16 進 (0x プレフィクスなしの ) コードです。

アルゴリズム駆動型の変換の場合、エントリの形式は次のようになります。 

[conversion]
     convertto = dest_charset, sys_algorithm, multiplier

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• dest_charset は変換先の文字セットの名前です。

• , ( カンマ ) はファイルのリスト・セパレータ文字です。

• sys_algorithm は変換処理が標準 Open Client/Open Server 変換アルゴリズ
ムを使用することを示すキーワードです。

• multiplier は変換に使用する変換乗数を表す整数値です。この値は、変換時
の文字列長の増加量の最大値を示しています。

変換設定ファイルの例 次に、変換設定ファイルの例を示します。 

; Conversion Configuration File for iso_1 charset.
 [conversion]
 convertto = utf8, table, MATCH, 3F
 convertto = cp850, sys-algorithm, 1
 convertto = cp437, sys-algorithm, 1
 convertto = roman8, sys-algorithm, 1
 convertto = mac, sys-algorithm, 1
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照合順ファイル

警告！ 照合順ファイルは編集しないでください。

システムが文字をソートする順序は、「照合順」または「ソート順」と呼ばれ
ます。

Open Client/Open Server 製品には、さまざまな照合順をサポートするファイル
が用意されています。これらのファイルはプラットフォームによって異なるこ
とがありますが、一般に次のようなファイルがあります。 

• binary.srt

• dictionary.srt

• noaccents.srt

• nocase.srt

• nocasepref.srt

照合順は、locales.dat ファイル・エントリに指定されています。locales.dat ファ
イル・エントリに照合順が指定されていない場合は、バイナリ・ソート順を使
用します。

照合順の詳細については、Open Client/Open Server の『開発者用国際化ガイド』
を参照してください。

config ディレクトリ
config ディレクトリには、グローバル・オブジェクト識別子ファイル (objectid.dat)
とニーモニック・ファイル (mnemonic.dat) が入っています。

objectid.dat ファイル

$SYBASE/config ディレクトリにある objectid.dat ファイルは、オブジェクトの
ローカル名をユニークなグローバル・オブジェクト識別子に対応させます。 

オブジェクト識別子は、ドットで区切った一連の正の整数値です。この識別子
は国際標準団体である CCITT と ISO が定義したネーミング・ツリーに基づい
ています。

objectid.dat のセクショ
ンとエントリ

objectid.dat ファイルはオブジェクト・クラスごとに 1 つのセクションで構成さ
れています。
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オブジェクト・クラス・エントリのフォームは次のとおりです。 

[Object Class]
    object_identifier local_name1, ..., local_namen

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• Object Class はセクション識別子です。

• object_identifier はグローバルにユニークなオブジェクト識別子です。

• local_name1,..., local_namen はカンマで区切ったオブジェクト識別子に対
応するローカル名です。

objectid.dat の例 次の例は objectid.dat のセクションを示しています。 

[charset]
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.1.1 = iso_1
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.1.2 = cp850
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.1.3 = cp437
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.1.4 = roman8
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.1.5 = mac

[collate]
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.3.50 = binary
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.3.51 = dictionary
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.3.52 = nocase
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.3.53 = nocasepref
     1.3.6.1.4.1.897.4.9.3.54 = noaccents

[secmech]
     1.3.6.1.4.1.897.4.6.1 = dce 
     1.3.6.1.4.1.897.4.6.2 = nds 
     1.3.6.1.4.1.897.4.6.3 = NTLM 
     1.3.6.1.4.1.897.4.6.6 = csfkrb5 

objectid.dat の編集 オブジェクトのローカル名を変更する場合は、objectid.dat を vi などのオペレー
ティング・システム・エディタを使用して編集します。

mnemonic.dat ファイル

mnemonic.dat ファイルには、文字セット変換中に必要に応じて、マップ不可能
な変換元の文字を置き換えるために使用できる POSIX ニーモニック文字列が
入っています。

mnimonic.dat には、UCS-2 <-> ニーモニック文字列変換だけが入っています。
出荷時の mnemonic.dat  ファイル内にある各 Unicode ニーモニックは、Unicode
文字を表す XPG4 文字の文字列です。mnemonic.dat ファイルは、POSIX ニーモ
ニック文字列を Unicode UCS-2 文字コードと対応させます。このニーモニック
文字列は XPG4 Portable Character Set の文字を使用しているので、どの変換先
の文字セットに使用するにも適しています。
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mnemonic.dat  のロケー
ション

mnemonic.dat は $SYBASE/config ディレクトリにあります。$SYBASE/charsets
ディレクトリ構造図については、「ローカライゼーション・ファイル」(81 ペー
ジ ) を参照してください。

mnemonic.dat の使い方 変換先の文字セットの変換設定ファイル (charset.cfg) で “Mnemonic” モードが
指定されているときだけ、mnemonic.dat が使用されます。この場合、変換時に
mnemonic.dat が次のように使用されます。 

1 変換元の文字が変換先の文字セットにはマップ不可能であるとわかった場
合、Sybase ソフトウェアは変換元の文字を Unicode UCS-2 に変換します。

2 Sybase は mnemonic.dat 内で UCS-2 コード化を検索して、変換先のデータ・
ストリームでその UCS-2 コードと対応するニーモニック文字列を使用し
ます。

3 mnemonic.dat ファイルに適切な文字列が含まれていない場合は、送信先デー
タ・ストリームには Unicode UCS-2 16 進文字列を使用します。

文字セット変換処理の詳細については、Open Client/Open Server の『開発者用
国際化ガイド』を参照してください。

mnemonic.dat のエントリ mnemonic.dat には、UCS-2 コードをニーモニック文字列と対応させるエントリ
が入っています。

ニーモニック・セクションのエントリの形式は次のようになります。 

mnem = <mnem_string> <UCS-2_encoding> comment

各パラメータの意味は、次のとおりです。 

• < は無視されます。

• mnem_string はニーモニック文字列を表す XPG4 の文字列です。

• >  はファイルのリスト・セパレータ文字です。

• UCS-2_encoding は文字の UCS-2 コードです。

• comment はコメント文字列です。

ニーモニック・セクションのエントリは、その他の Sybase ローカライゼーショ
ン・ファイルのエントリとは多少異なります。これは、mnemonic.dat ファイル
では標準 POSIX 定義を使用しているためです。
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mnemonic.dat の例 次に、ニーモニック・ファイルの例を示します。 

[file format]
      version = 11.0
      escape = /
      list_separator = >

[copyright]

     copyright = "Copyright ... ."

[mnemonics]
      mnem = <NU> <U0000> NULL (NUL)
      mnem = <SH> <U0001> START OF HEADINGS(SOH)
      mnem = <SX> <U0002> START OF TEXT (STX)
      mnem = <EX> <U0003> END OF TEXT (ETX)
      mnem = <ET> <U0004> END OF TRANSMISSION (EOT)
      mnem = <EQ> <U0005> ENQUIRY (ENQ)
      mnem = <AK> <U0006> ACKNOWLEDGE (ACK)
      mnem = <BL> <U0007> BELL (BEL)
      mnem = <BS> <U0008> BACKSPACE (BS)
      .
      .
      .

mnemonic.dat への文字
列の追加

Sybase が出荷する mnemonic.dat には、すべての文字セットのすべての文字の
ニーモニック文字列が含まれているわけではありません。そのため、必要な文
字列が mnemonic.dat に含まれていない場合は、vi などのオペレーティング・シ
ステムのエディタを使用して文字列を追加できます。

ftp サイトの unicode.org には、既存の文字列の更新だけでなく、新しい Unicode
ニーモニック文字列についての情報もあります。
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付 録  D DCE セキュリティ・サービス

この章では、DCE セキュリティ・ドライバによってサポートされるセキュ
リティ・サービスをリストし、DCE セキュリティ・ドライバを使用する
ときに必要な設定作業について説明します。この章の内容は、次のとおり
です。

Open Client と Open Server のセキュリティ・サービス・アーキテクチャの
概要については、「第 6 章 セキュリティ・サービスの使い方」を参照して
ください。

サポートされているセキュリティ・サービス
DCE セキュリティ・メカニズムでは、次のセキュリティ・サービスを提
供しています。 

• ネットワーク認証

• 相互認証

• データの整合性

• データの機密保持

• リプレイの検出

• 順序不整合の検出

• クレデンシャルの委任

• データ作成

• チャネル・バインド

これらのセキュリティ・サービスの詳細については、『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。

トピック名 ページ
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Open Client と Open Server のための DCE の設定
ここでは、DCE セル内で実行する Open Client/Open Server アプリケーションで
DCE セキュリティを使用するのに必要な管理作業について説明します。

ここで説明する DCE 管理作業の中には、DCE dcecp ツールを使用しなければ
ならないものもあります。このツールについては、使用している DCE のマニュ
アルを参照してください。

Open Server アプリケーションと DCE セキュリティ

カスタム Open Server アプリケーションまたは Security Guardian サーバは DCE
セルで実行できます。

サーバとそのクライアントがネットワークを介して通信するには、「第 3 章
Open Server の基本設定」で説明した通常の設定作業を行ってください。サー
バとそのクライアントが DCE セキュリティ・サービスを使用するには、次の
追加の設定作業が必要です。 

1 サーバ をどの DCE プリンシパルとして実行するかを決定します。

サーバは DCE ルート・ユーザ /.:/hosts/hostname/self として実行できます。
hostname はサーバが稼働しているコンピュータです。サーバに新しいプリ
ンシパルを作成することもできます。

必要に応じて、DCE dcecp ツールの user create コマンドを使用して、新
しいプリンシパルを作成します。この場合、コマンド・オプションに、新
しいプリンシパルがサーバとして動作できるように指定する必要があり
ます。

2 サーバをルート・プリンシパルとして実行しない場合は、サーバ・プリン
シパルの DCE keytab ファイルを作成する必要があります。

DCE keytab ファイルは、プリンシパルのパスワードが暗号形式で入って
いるオペレーティング・システム・ファイルです。DCE の dcecp ユーティ
リティの keytab create コマンドを使用して keytab ファイルを作成しま
す。Open Server を起動するオペレーティング・システム・ユーザは、keytab
ファイルに対する読み込みパーミッションを持っていなければなりませ
ん。運用環境では、このファイルへのアクセスを制御する必要がありま
す。keytab ファイルの読み込みを許可されているユーザは、使用している
サーバになりかわるサーバを作成できます。

3 DCE セキュリティ・ドライバが libtcl.cfg の [SECURITY] セクションに設
定されているかどうかを確認してください。詳細については、「SECURITY
セクション」(68 ページ ) を参照してください。
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4 サーバ・プリンシパル名がサーバのネットワーク名と同じではない場合に
は、サーバを起動するときに、プリンシパル名を指定します。

Open Server のネットワーク名は interfaces または DCE ディレクトリ・サー
ビスでの名前です。プリンシパル名がネットワーク名と一致しない場合
は、プリンシパル名を別に指定する必要があります。

カスタム Open Server アプリケーションでは、SRV_S_SEC_PRINCIPAL
Server-Library プロパティを設定してプロパティ名を指定します。

Security Guardian ユーザは、-R コマンドライン・オプションでサーバのプ
リンシパル名を指定できます。

5 サーバが DCE ルート・ユーザ (/.:/hosts/hostname/self) として実行されない
場合は、サーバの起動時に、DCE keytab ファイル ( 上記の手順  2 を参照 )
のロケーションを指定します。

カスタム Open Server アプリケーションでは、SRV_S_SEC_KEYTAB Server-
Library プロパティを設定して keytab ファイルのロケーションを指定します。

Security Guardian ユーザは、-K コマンドライン・オプションでサーバのプ
リンシパル名を指定できます。

Client-Library アプリケーションと DCE セキュリティ

クライアント・アプリケーションがセキュリティ・サービスを使用する方法の
概要については、「Client-Library と セキュリティ・サービス」(36 ページ ) を
参照してください。

DCE セキュリティ・ サービスを使用するクライアント・アプリケーションで
は、次の点に注意してください。 

• クライアント・アプリケーションには、サーバ・プリンシパル名がサーバ
のネットワーク名と同じでない場合、プリンシパル名を指定する必要があ
ります。

DCE セキュリティを使用する場合、DCE は常にサーバのプリンシパル名
を認証します。正しいサーバ・プリンシパル名を入力しないと、接続は
オープンできません。デフォルトでは、Client-Library はプリンシパル名を
ネットワーク名と同じであると見なします。

Client-Library アプリケーションには、CS_SEC_SERVERPRINCIPAL 接続
プロパティを設定してサーバ・プリンシパル名を指定します。isql および
他の Sybase クライアント・ユーティリティでは、-R コマンド・ライン・
オプションでサーバ・プリンシパル名を指定できます。
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• クライアント・アプリケーションは、すでに作成されているデフォルトの
DCE クレデンシャルを使用するか、DCE keytab ファイルを使用して新し
いクレデンシャルを入手して、サーバに接続する必要があります。

DCE ユーザは、DCE dce_login ツールでデフォルトの DCE クレデンシャ
ルを入手します。Client-Library アプリケーションは CS_USERNAME 接続
プロパティを設定しないことによってデフォルトのクレデンシャルを使
用します。isql などの Sybase クライアント・ユーティリティでは、-U コ
マンド・ライン・オプションを省略して、デフォルトのクレデンシャルを
使用して接続します。

新しいクレデンシャルを得るには、接続に使用する DCE ユーザの暗号化
されたパスワードを含む有効な DCE keytab ファイルに対する読み込みア
クセス権が必要です。keytab create コマンドを使用して、DCE dcecp ユー
ティリティで keytab ファイルを作成できます。

Client-Library アプリケーションは、CS_USERNAME プロパティを DCE
ユーザ名に設定し、CS_SEC_KEYTAB プロパティを対応する DCE keytab
ファイルの名前に設定することによって、新しいクレデンシャルを得るこ
とができます。

isql および他の Sybase クライアント・ユーティリティでは、-U コマンド・
ライン・オプションを使用してユーザ名を指定でき、-K コマンド・ライ
ン・オプションを使用して keytab ファイル名を指定できます。

注意 ユーザの認証に DCE keytab ファイルの名前も入力する場合以外は、ユー
ザ名を指定しないでください。
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付 録  E CyberSafe Kerberos セキュリティ・
サービス

この章では、CyberSafe Kerberos セキュリティ・ドライバによってサポー
トされるセキュリティ・サービスをリストし、CyberSafe Kerberos セキュ
リティ・ドライバを使用するのに必要なシステム設定作業を説明します。

注意 DB-Lib は Kerberos をサポートしていません。

この付録の内容は、次のとおりです。

Open Client と Open Server のセキュリティ・サービス・アーキテクチャの
概要については、「第 6 章 セキュリティ・サービスの使い方」を参照して
ください。

サポートされているセキュリティ・サービス
CyberSafe Kerberos セキュリティ・メカニズムは、次のサービスを提供し
ます。 

• ネットワーク認証

• 相互認証

• データの整合性

• データの機密保持

• リプレイの検出

• 順序不整合の検出

これらのセキュリティ・サービスの詳細については、『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。

トピック名 ページ
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CyberSafe Kerberos の設定
• 次のように、CyberSAFE ソフトウェアをシステムにインストールします。

Open Client/Open Server 12.0 の場合は CyberSafe Challenger 5.3.1 以降、Open
Client/Open Server 12.5 以降の場合は CyberSafe TrustBroker をインストール
します。

• CyberSafe Application Development Kit バージョン 1.1。

• ct_con_props を使用してクレデンシャル ( 希望のセキュリティ機能 ) を設
定したり、クレデンシャル・プロパティを設定しないでデフォルト・クレ
デンシャルを使用します。

• libtcl.cfg 設定ファイルのセキュリテイ・セクションを設定します。

• アプリケーションは、サーバに接続するのに、すでに作成されているユー
ザ・クレデンシャルを使用しなければなりません。つまり、アプリケー
ションのユーザはクライアント・アプリケーションを実行する前に、
CyberSafe にログインする必要があります。

• CyberSafe ユーティリティ kinit を使用して CyberSafe セキュリティ・メカ
ニズムにログインし、Client-Library アプリケーションを実行します。

• ユーザ名を入力する場合、その名前はそのユーザ・クレデンシャルと一致
していなければなりません。ユーザ名を入力しないと、Client-Library はそ
のユーザの CyberSafe クレデンシャルに対応するユーザ名を使用してサー
バに接続します。

• これらの環境変数では、クレデンシャル・キャッシュ・ファイル、設定
ファイル、レルム・ファイルへのパスを設定します。対応するファイルが
デフォルト以外のディレクトリにある場合は、環境変数をファイルのフ
ル・パスに設定します。 

• CSFC5CCNAME － クレデンシャル・キャッシュ・ファイル

• CSFC5CONFIG － 設定ファイル

• CSFC5REALMS － レルム・ファイル

詳細については、CyberSafe のマニュアルを参照してください。

• Client-Library アプリケーションの実行中は、gssapi.dll と csfc516.dll の 2 つ
のファイルがパスに含まれていなければなりません。これら 2 つの DLL
は Sybase によっては提供されていませんが、CyberSafe 製品には含まれて
います。これら 2 つの DLL が CyberSafe 製品に含まれていない場合は、
CyberSafe に連絡して GSS-API ライブラリを入手します。

• CyberSafe Kerberos セキュリティ・サービスを使用する Client-Library アプ
リケーションをコンパイルするときに、余分なフラグは必要ありません。
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• Open Client/Open Server と CyberSafe を設定したら、isql を使用して設定を検
査できます。isql の [ ファイル ] - [ セキュリティ ] がグレー表示されている
場合は、セキュリティ・サービスは利用できません。Open Client/Open Server
と CyberSafe が正しく設定されているかどうかを確認してください。

サンプル・プログラムの設定例と実行例については、SYBASE_OCS/sample/srvlibrary
ディレクトリの README.SEC を参照してください。

Open Server アプリケーションと CyberSafe Kerberos
CyberSafe Kerberos セキュリティを使用して、カスタム Open Server アプリケー
ションまたは Security Guardian サーバを実行できます。サーバとそのクライア
ントがネットワークを介して通信するには、「第 3 章 Open Server の基本設定」
で説明している通常の設定作業を行ってください。サーバとそのクライアント
が CyberSafe Kerberos セキュリティ・サービスを使用する場合は、次の追加の
設定作業を行ってください。 

1 サーバをどの CyberSafe Kerberos プリンシパルとして実行するかを決定し
ます。

add コマンドを使用して、CyberSafe kadmin ユーティリティで新しいプリ
ンシパルを作成できます。プリンシパルはサーバとして動作するようにし
てください。

2 サーバ・プリンシパルが CyberSafe Kerberos サーバ・キー・テーブル・ファ
イルにキーを持っていない場合は、ext コマンドを使用して CyberSafe
kadmin ユーティリティでキーを 1 つ作成します。サーバを起動するオペ
レーティング・システム・ユーザがサーバ・キー・テーブル・ファイルで
の読み込みパーミッションを持っていることを確認します。運用環境で
は、キー・テーブル・ファイルへのアクセスを制御してください。この
ファイルを読み込みできるユーザは、使用しているサーバになり代わる
サーバを作成できます。

3 CyberSafe Kerberos セキュリティ・ドライバが libtcl.cfg の [SECURITY] セク
ションに設定されていることを確認します。詳細については、「SECURITY
セクション」(68 ページ ) を参照してください。

4 CSFC5KTNAME 環境変数をサーバ・プリンシパル用のキーがあるキー・
テーブル・ ファイルの名前に設定します ( 項目  2 を参照 )。サーバ・キー・
テーブル・ファイルが CyberSafe システムのデフォルト以外のロケーショ
ンにある場合は、CyberSafe ランタイム・ライブラリでは、この環境変数
が設定されている必要があります。
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5 共有ライブラリ・ファイル (Sun Solaris 2.x では libgss.so、IBM RS/6000 では
libgss.so.a、HP-UX では libgss.sl) を共有ライブラリ・パス (Sun Solaris 2.x では
LD_LIBRARY_PATH、IBM RS/6000 では LIBPATH、HP-UX では SHLIB_PATH)
で指定されているディレクトリに置かなければなりません。

これによって、クライアントは実行時にこの共有ライブラリ・ファイルを
見つけることができます。この共有ライブラリ・ファイルは、CyberSafe
インストールの lib サブディレクトリにも配置できます。ただしこれは、
このサブディレクトリが共有ライブラリ・パスにある場合に限ります。

この共有ライブラリは Sybase によって提供されるのではなく、特定の
CyberSafe 製品に含まれています。この共有ライブラリが CyberSafe 製品
に含まれていない場合は、CyberSafe に連絡して GSS-API ライブラリを入
手してください。

6 サーバを起動したら、プリンシパル名がネットワーク名と一致しない場合
は、ネットワーク名に加えてプリンシパル名を指定します。DSLISTEN 環
境変数をネットワーク名に設定した場合は、ネットワーク名を指定する必
要はありません。

Open Server のネットワーク名は interfaces または DCE ディレクトリ・サー
ビスでの名前です。

カスタム Open Server アプリケーションでは、SRV_S_SEC_PRINCIPAL
Server-Library プロパティを設定してプロパティ名を指定します。

CyberSafe セキュリティを使用しているときは、-K オプションを使用して
キー・テーブルを指定することはできません。CSFC5KTNAME 環境変数
を使用しなければなりません ( 項目 4 を参照 )。

Client-Library アプリケーションと CyberSafe Kerberos
クライアント・アプリケーションがセキュリティ・サービスを使用する方法の
概要については、「Client-Library と セキュリティ・サービス」(36 ページ ) を
参照してください。CyberSafe Kerberos セキュリティ・サービスを使用するク
ライアント・アプリケーションでは、次の点に注意してください。 

• アプリケーションは、サーバに接続するのに、すでに作成されているユー
ザ・クレデンシャルを使用しなければなりません。つまり、アプリケー
ションのユーザはクライアント・アプリケーションを実行する前に、
CyberSafe にログインする必要があります。UNIX では、CyberSafe kinit ユー
ティリティを使用して、CyberSafe にログインしてください。

• ユーザ名を入力する場合、その名前はそのユーザ・クレデンシャルと一致
していなければなりません。ユーザ名を入力しないと、Client-Library はそ
のユーザの CyberSafe クレデンシャルに対応するユーザ名を使用してサー
バに接続します。
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付 録  F Open Client/Open Server の SSL 
(Secure Socket Layer)

この章では、Open Client/Open Server の SSL サポートと、SSL プロトコル
の使用に必要なシステム設定作業について説明します。この章の内容は、
次のとおりです。

Open Client と Open Server のセキュリティ・サービス・アーキテクチャの
概要については、「第 6 章 セキュリティ・サービスの使い方」を参照して
ください。

SSL の概要
SSL は、クライアントからサーバへ、およびサーバからサーバへワイヤ・
レベルまたはソケット・レベルで暗号化されたデータを送信するための、
業界標準です。サーバとクライアントは一連の I/O ラウンド・トリップを
交換し、安全な暗号化セッションをネゴシエートして合意してから、SSL
接続が確立されます。これは、「SSL ハンドシェイク」と呼ばれています。
次の項で説明します。

SSL ハンドシェイク

クライアント・アプリケーションが接続を要求すると、SSL 対応サーバが
証明書を提示し、ID を証明してから、データを送信します。基本的に、
SSL ハンドシェイクは次の手順によって構成されています。

• クライアントはサーバに接続要求を送信します。要求には、クライア
ントがサポートしている SSL ( または TLS: Transport Layer Security) オ
プションが含まれています。 

トピック名 ページ

SSL の概要 101

証明書によるサーバの検証 104

サーバ証明書の取得 105

Sybase ツールの説明 107
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• サーバは、証明書とサポートされている CipherSuites を返します。これに
は、SSL/TLS サポート・オプション、キー交換で使用されるアルゴリズ
ム、デジタル署名が含まれています。

• クライアントとサーバがお互いに CipherSuite に合意すると、安全で暗号
化されたセッションが確立されます。 

SSL ハンドシェイクと SSL/TLS プロトコルの詳細については、Internet Engineering
Task Force Web サイト (http://www.ietf.org) を参照してください。

Open Client/Open Server がサポートしている CipherSuites の詳細については、
『Open Client Client-Library リファレンス・マニュアル』を参照してください。

Open Client/Open Server の SSL セキュリティ・レベル

SSL には、いくつかのセキュリティ・レベルがあります。

• SSL 対応サーバへの接続を確立すると、サーバは接続対象のサーバである
ことを自己認証し、暗号化された SSL セッションが開始されてからデー
タが送信されます。

• SSL セッションが確立されると、ユーザ名とパスワードが暗号化された安
全で接続によって送信されます。

• サーバ証明書のデジタル署名を比較して、サーバから受信したデータが転
送中に変更されたかどうかを判断します。 

SSL フィルタ

SSL 対応 Adaptive Server への接続を確立すると、SSL セキュリティ・メカニズ
ムが interfaces ファイルの master 行と query 行にフィルタとして設定されま
す。TCP/IP 接続の上層に位置する Open Client/Open Server プロトコル層として
SSL は使用されます。

SSL フィルタは、interfaces ファイル (Windows では sql.ini) の、SECMECH (security
mechanism) 行で定義されている DCE や Kerberos などの他のセキュリティ・メカ
ニズムとは異なります。master 行と query 行では、接続に使用されるセキュリ
ティ・プロトコルを指定します。

たとえば、tli ( トランスポート・レイヤ・インタフェース ) と SSL を使用して
いる UNIX マシンの一般的な interfaces ファイルは、次のようになります。

SERVER <retries><time-outs>

     query tli tcp /dev/tcp tli_add1 ssl
     master tli tcp /dev/tcp tli_add1 ssl

hostname にはクライアントが接続しているサーバの名前が、address1 にはホス
ト・マシンのポート番号が入ります。 
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SSL フィルタを使用して、interfaces ファイルの master 行または query 行に指
定されているサーバーに接続しようとする場合は、SSL プロトコルをサポート
している必要があります。サーバを、SSL 接続を受け入れ、他の接続によって
プレイン・テキスト ( 非暗号化データ ) を受け入れるように設定したり、他の
セキュリティ・メカニズムを使用するように設定できます。 

たとえば、SSL ベースの接続とプレイン・テキストの接続の両方をサポートす
る UNIX の Adaptive Server の interfaces ファイルは、次のようになります。

SYBSRV1
    master tli tcp /dev/tcp ¥x00020abc123456780000000000000000 ssl
    query tli tcp /dev/tcp ¥x00020abc123456780000000000000000 ssl
    master tli tcp /dev/tcp ¥x00020abd123456780000000000000000

UNIX の新しいスタイルの Sybase interfaces ファイルの場合は、次のようにな
ります。

SYBSRV1
    master tli tcp hostname 2748 ssl
    query tli tcp hostname 2748 ssl
    master tli tcp hostname 2749

ソケットスタイルの interfaces ファイルでは、次のようになります。

SYBSRV1
    master tcp ether hostname 2748 ssl
    query tcp ether hostname 2748 ssl
    master tcp ether hostname 2749

これらの例では、SSL セキュリティ・サービスはポート番号 2748(0x0abc) に設
定されています。SYBSRV1 では、Adaptive Server はポート番号 2749(0x0abd)
でクリア・テキストを受信します。これには、セキュリティ・メカニズムやセ
キュリティ・フィルタがありません。 
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証明書によるサーバの検証
Open Client/Open Server が SSL 対応サーバに接続する場合は、サーバは証明書
ファイルが必要です。これには、サーバの証明書と暗号化プライベート・キー
が含まれています。また、証明書は認証局 (CA) がデジタル署名したものでな
ければなりません。 

Open Client アプリケーションが Adaptive Server へのソケット接続を確立する
方法は、既存のクライアント接続の確立に似ています。ネットワークのトラン
スポート層の接続コールがクライアント・サイドで完了し、受け入れ呼び出し
がサーバ・サイドで完了すると、SSL ハンドシェイクが行われます。それか
ら、ユーザのデータが送信されます。

SSL 対応サーバに正しく接続するには、次の手順に従ってください。

• クライアント・アプリケーションが接続要求を行った場合は、SSL 対応サー
バは証明書を提出しなければなりません。

• クライアント・アプリケーションは、証明書に署名した CA を認識しなけ
ればなりません。「信頼された」 CA すべてを含んだリストは、信頼された
ルート・ファイルにあります。詳細については、次の「信頼されたルー
ト・ファイル」を参照してください。

• SSL 対応サーバへの接続では、サーバ証明書の共通名は interfaces ファイ
ルのサーバ名とも一致していなければなりません。

SSL 対応 Adaptive Server への接続を確立すると、Adaptive Server は起動時に
$SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates/servername.crt ディレクトリからサーバ自体
のコード化された証明書ファイルをロードします。servername は、-S フラグ
を使用してサーバを起動するときにコマンド・ラインで指定したか、サーバの
環境変数 $DSLISTEN に指定した Adaptive Server 名です。 

他のタイプのサーバでは、別のロケーションに証明書を保管することがありま
す。サーバの証明書の保管場所については、ベンダ提供のマニュアルを参照し
てください。

信頼されたルート・ファイル

既知で信頼された CA のリストは、信頼されたルート・ファイルに保管されて
います。エンティティ ( クライアント・アプリケーション、サーバ、ネットワー
ク・リソースなど ) に既知で CA の証明書がある以外は、信頼されたルート・
ファイルは証明書ファイルのフォーマットと同じです。システム・セキュリ
ティ担当者が、標準 ASCII テキスト・エディタを使って CA を追加したり、削
除したりします。 

Open Client/Open Server の信頼されたルート・ファイルは $SYBASE/config/trusted.txt
にあります。現時点で認識されている CA は、Thawte、Entrust、Baltimore、VeriSign、
RSA です。
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デフォルトでは、Adaptive Server はサーバ自身の信頼されたルート・ファイル
を $SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates/servername.txt に格納します。

Open Client と Open Server の両方を使用すると、次のように信頼されたルート・
ファイルを別のロケーションに設定できます。

• Open Client

ct_con_props (connection, CS_SET, CS_PROP_SSL_CA, 
“$SYBASE/config/trusted.txt”, CS_NULLTERM, NULL);

$SYBASE はインストール・ディレクトリが入ります。ct_config() を使用し
てコンテキスト・レベルに、または ct_con_props() を使用して接続レベ
ルに CS_PROP_SSL_CA を設定できます。

• Open Server

srv_props (context, CS_SET, SRV_S_CERT_AUTH, 
“$SYBASE/config/trusted.txt”, CS_NULLTERM, NULL);

$SYBASE にはインストール・ディレクトリが入ります。

サーバ証明書の取得
システム・セキュリティ担当者が、署名済みサーバ証明書とプライベート・
キーをサーバにインストールします。次の手順によって、サーバ証明書を取得
できます。

• 顧客環境に配備されている既存のパブリック・キー・インフラストラク
チャで提供されているサードパーティのツールを使用します。

• Sybase 証明書要求ツールを信頼されたサードパーティの CA に使用します。

証明書を取得するには、CA に証明書を要求してください。サードパーティに
証明書を要求し、その証明書が PKCS #12 フォーマットの場合は、certpk12
ユーティリティを使用して、Open Client/Open Server が理解できるフォーマッ
トに証明書を変換します。詳細については、「certpk12 ユーティリティ」(113
ページ ) を参照してください。

証明書要求ツールをテストし、認証方法がサーバで機能していることを確認す
るために、Open Client/Open Server は、検証目的で certreq ツールと certauth
ツールを提供しています。このツールを使用すると、ユーザは認証局として機
能できるので、認証局署名済み証明書をユーザ自身に発行できます。 

サーバで使用する証明書を作成する主な手順は、次のとおりです。

1 証明書要求を生成します。

2 パブリック・キーとプライベート・キーのペアを生成します。

3 プライベート・キーを安全な場所に保管します。
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4 証明書要求を認証局に送信します。

5 署名済みの証明書が CA から返信されたら、その証明書にプライベート・
キーを付加します。

6 サーバのインストール・ディレクトリに証明書を格納します。 

証明書を要求するサードパーティ・ツールの使用

多くのサードパーティ PKI ベンダといくつかのブラウザには、証明書とプライ
ベート・キーを生成するユーティリティがあります。これらのユーティリティ
の多くはグラフィカルなウィザード形式で、一連の質問にユーザが答えると証
明書の識別名と共通名が定義されます。

ウィザードに表示される指示に従って、証明書要求を作成してください。PKCS
#12 フォーマットの署名済み証明書を受け取ったら、certpk12 を使用して、証
明書ファイルとプライベート・キー・ファイルを生成します。2 つのファイル
を servername.crt ファイルに連結します。servername はサーバの名前で、この
ファイルは、サーバのインストール・ディレクトリに配置されます。デフォル
トでは、Adaptive Server の証明書は $SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates に格納
されます。詳細については、「certpk12 ユーティリティ」(113 ページ ) を参照し
てください。

Sybase ツールによる証明書の要求と認証

Sybase では、証明書の要求と認証を行うツールを提供しています。certreq では、
パブリック・キーとプライベート・キーのペア、および証明書要求を生成しま
す。certauth では、$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin ディレクトリでサーバ証明書要求
を CA 署名済み証明書に変換します。

警告！ certauth は、テストにのみ使用してください。商用 CA のサービスを利
用することをおすすめします。こうしたサービスではルート証明書の整合性が
保護されており、広く承認された CA により署名された証明書を使用すれば、
クライアント証明書を使用する形式の認証への移行が促進されるからです。

次の手順 1 ～ 5 に従って、サーバの信頼されたルート証明書を用意します。
サーバ証明書を作成できることを確認するために、5 つの手順すべてを行い、
検査用の信頼されたルート証明書を作成します。テスト版の認証局証明書 ( 信
頼されたルート証明書 ) を作成した後で、手順 3 ～ 5 を繰り返してサーバ証明
書に署名してください。 

1 certreq を使用して、証明書を要求します。 

2 certauth を使用して、証明書要求を CA の自己署名済み証明書 ( 信頼され
たルート証明書 ) に変換します。

3 certreq を使用して、サーバ証明書とプライベート・キーを要求します。 
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4 certauth を使用して、証明書要求を CA 署名済みサーバ証明書に変換します。 

5 プライベート・キーのテキストをサーバ証明書に追加し、サーバのインス
トール・ディレクトリに証明書を保存します。

これらの Sybase ツールの説明については、以下の項を参照してください。

注意 certauth と certreq は、RSA と DSA のアルゴリズムに依存しています。
これらのツールは、ベンダが提供する暗号モジュールがある場合にのみ実行さ
れます。この暗号モジュールでは、RSA と DSA アルゴリズムを使用して証明
書要求を構築します。

Adaptive Server でサーバ証明書を追加、削除、表示する方法については、『シ
ステム管理ガイド』を参照してください。

Sybase ツールの説明
以下の項では、証明書の要求に使用できる Sybase ツールについて説明します。

certauth ユーティリティ

サーバ証明書要求を認証局 (CA) 署名済み証明書に変換します。

構文 certauth [-r] [-C] [-Q] [-K] [-O] [-P] [-T]
[-r]
[-C caCert_file]
[-Q request_filename]
[-K caKey_filename]
[-O SignedCert_filename]
[-P caPassword]
[-T valid_time]
or certauth -v

構文の説明を次に示します。

-r 

テスト環境用の自己署名ルート証明書を作成します。

-C caCert_file

-r を指定したときに CA の証明書要求の名前を指定します。または、CA のルー
ト証明書の名前を指定します。
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-Q request_filename

証明書要求ファイルの名前を指定します。

-K caKey_filename

CA のプライベート・キーの名前を指定します。

-O SignedCert_filename

署名済み証明書ファイルを作成する場合に出力用に使用する名前を指定しま
す。 -r が指定されている場合、SignedCert_filename には自己署名ルート証明書が
入ります。-r オプションを使用しない場合は、SignedCert_filename は caCert_file
によって署名される証明書です。

-P caPassword

プライベート・キーの復号化に使用する CA のパスワードを指定します。

-T valid_time

署名済み証明書の有効期間を指定します。有効期間は日単位です。

-v

certauth のバージョン番号と版権メッセージを表示して、終了します。

この例では、CA の証明書要求 (ca_req.txt) を、プライベート・キー (ca_pkey.txt)
を使用して証明書に変換します。プライベート・キーは password で保護され
ています。この例では、有効期間を 365 日に設定し、証明書に自己署名し、
ルート証明書 (trusted.txt) として出力します。

certauth -r -C ca_req.txt -Q ca_req.txt
-K ca_pkey.txt -P password -T 365 -O trusted.txt

ユーティリティは、次のメッセージを返します。

 -- Sybase Test Certificate Authority --
Certificate Validity:
    startDate = Tue Sep 5  10:34:43  2000

    endDate = Wed Sep 5  10:34:43  2001

CA sign certificate SUCCEED (0)

注意 テスト CA 用に信頼されたルート証明書を 1 回だけ作成する必要があり
ます。信頼済みルート証明書を作成してから、これを使ってテスト環境の多く
のサーバ証明書に署名します。 
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この例では、サーバ証明書要求 (srv5_req.txt) を証明書に変換して、有効期間を
180 日に設定します。この例では、認証局の証明書 (trusted.txt) とプライベー
ト・キー (ca_pkey.txt) を持つ証明書に署名し、パスワード保護を使用し、署名
済み証明書を sybase_srv5.crt として出力します。

certauth -C trusted.txt -Q srv5_req.txt 
-K ca_pkey.txt -P password -T 180 -O sybase_srv5.crt

注意 有効期間を設定しない場合は、デフォルトの 365 日が使用されます。

ユーティリティは、次のメッセージを返します。

 -- Sybase Test Certificate Authority --
Certificate Validity:
    startDate = Tue Sep  5 10:38:32  2000

    endDate = Sun Mar  4 09:38:32  2001

CA sign certificate SUCCEED (0)

次に、証明書の例を示します。サーバが使用できるサーバ証明書の作成手順に
ついては、次の「使用法」の項を参照してください。

-----BEGIN CERTIFICATE-----

MIICSTCCAgUCAVAwCwYHKoZIzjgEAwUAMG8xCzAJBgNVBAYTAlVTMRMwEQYDVQQI         
EwpDYWxpZm9ybmlhMRMwEQYDVQQHEwpFbWVyeXZpbGxlMQ8wDQYDVQQKFAZTeWh         
c2UxDDAKBgNVBAsUA0RTVDEXMBUGA1UEAxQOc3liYXNlX3Rlc3RfY2EwHhcNMDAw         
ODE4MTkxMzM0WhcNMDEwODE4MTkxMzM0WjBvMQswCQYDVQQGEwJVUzETMBEGAUE         
CBMKQ2FsaWZvcm5pYTETMBEGA1UEBxMKRW1lcnl2aWxsZTEPMA0GA1UEChQGU3li         
YXNlMQwwCgYDVQQLFANEU1QxFzAVBgNVBAMUDnN5YmFzZV90ZXN0X2NhMIHwMIo         
BgcqhkjOOAQBMIGcAkEA+6xG7XCxiklxbP96nHBnQrTLTCjHlcy8QhIekwv9OlqG         
EMG9AjJLxj6VCkPOD75vqVMEkaPPjoIbXEJEe/aYXQIVAPyvY1+B9phC2e2YFcf7         
cReCcSNxAkBHt7rnOJZ1Dnd8iLQGt0wd1w4lo/Xx2OeZS4CJW0KVKkGId1hNGz8r         
GrQTspWcwTh2rNGbXxlNXhAV5g4OCgrYA0MAAkA70uNEl90Kmhdt3RISiceCMgOf         
1J8dgtWF15mcHeS8OmF9s/vqPAR5NkaVk7LJK6kk7QvXUBY+8LMOugpJf/TYMAsG 
AhUAhM2Icn1pSavQtXFzXJUCoOmNLpkCFQDtE8RUGuo8ZdxnQtPu9uJDmoBiUQ==

         -----END CERTIFICATE-----

使用法 • Adaptive Server が認識するサーバ証明書ファイルを作成するには、署名付
き証明書ファイルの最後に証明書リクエスタのプライベート・キーを追加
します。上記の例のように、署名済み証明書ファイル sybase_srv5.crt の最
後に srv5_pkey.txt を貼り付けます。 

• サーバが起動時にロードできる信頼されたルート・ファイルを作成するに
は、ファイル名 trusted.txt を sybase_srv5.txt に変更します。sybase_srv5.txt
はサーバの共通名です。

• 次に、sybase_srv5.txt ファイルを Adaptive Server インストール・ディレク
トリにコピーします。たとえば、$SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates にコ
ピーします。
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SSL ベースのセッションに必要なファイルを、SSL 対応 Adaptive Server の起動
に使用します。

作成した CA のルート証明書は、複数のサーバ証明書に署名するのに使用でき
ます。

参照 certreq

certreq ユーティリティ

サーバ証明書要求と対応するプライベート・キーを作成する。このユーティリ
ティは対話型モードで使用できます。また、コマンド・ラインにオプションの
パラメータをすべて提供できます。

構文 certreq
[-F input_file]
[-R request_filename]
[-K PK_filename]
[-P password] または

certreq -v 

パラメータ -F input_file

属性情報のある入力ファイル名を指定して、証明書要求を構築します。
input_file 名を指定しない場合は、必要な情報をユーザが対話形式で入力する必
要があります。

input_file には、次のエントリが必要です。

req_certtype={Server,Client}
req_keytype={RSA,DSA}
req_keylength={for RSA: 512-2048; 
     for DSA: 512,768,1024}
req_country={string}
req_state={string}
req_locality={string}
req_organization={string}
req_orgunit={string}
req_commonname={string}

注意 共通名はサーバ名と同じにしてください。

input_file と呼ばれるサンプル・ファイルについては、112 ページの例 2 を参照
してください。

-R request_filename

証明書要求ファイルの名前を指定します。
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-K PK_filename

プライベート・キー・ファイルの名前を指定します。

-P password

プライベート・キーを保護するために使用されるパスワードを指定します。

-v

バージョン番号と版権メッセージを表示して、終了します。

例 1 この例では、-F input_file パラメータを使用しないので、対話型モードになり
ます。サーバ証明書要求 (server_req.txt) とプライベート・キー (server_pkey.txt)
を作成するには、次のように入力します。

certreq

Choose certificate request type:
     S – Server certificate request
     C – Client certificate request (not supported)
     Q – Quit
Enter your request [Q] : s

Choose key type:

     R – RSA key pair
     D – DSA/DHE key pair
     Q – Quit
Enter your request [Q] : r

Enter key length (512, 768, 1024 for DSA; 512-2048 for RSA) : 
512

Country: US

State: california

Locality: emeryville

Organization: sybase

Organizational Unit: dst

Common Name: server

ユーティリティから次のメッセージが返されます。

Generating key pair (please wait) . . . 

キーのペアが生成された後、さらに情報を入力するためのプロンプトが certreq
ユーティリティから表示されます。

Enter password for private key : password

Enter file path to save request: server_req.txt

Enter file path to save private key : server_pkey.txt
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例 2 または、非対話型モードに -F オプションを使用することもできます。 -F オプ
ションを使用する場合は、有効値を使用し上記で説明したフォーマットに従っ
てください。これらに誤りがある場合、証明書は正しく作成されません。

次は、認証要求の非対話型エントリに使用できるサンプル・テキスト・ファイ
ルです。

certreq -F input_file

req_certtype=server
req_keytype=RSA
req_keylength=512
req_country=us
req_state=california
req_locality=emeryville
req_organization=sybase
req_orgunit=dst
req_commonname=server

このファイルを作成、保存してから、コマンド・ラインに次のように入力します。

certreq -F path_and_file -R server_req.txt 
-K server_pkey.txt -P password

ここでは、path_and_file には、テキスト・ファイルのロケーションが入ります。

このファイルは、サーバ証明書要求 (server_req.txt) とそのプライベート・キー
(server_pkey.txt) を作成するものです。プライベート・キーは、password によっ
て保護されます。

サーバ証明書ファイルは、標準的な ASCII テキスト・エディタを使用して編集
できます。

使用法 • 入力ファイルでは、<tag>=value のフォーマットを使用します。<tag> は大
文字と小文字を区別し、上記と同じでなければなりません。 

• “=” は必須です。有効な value は、文字または数字で開始し、単一のワー
ドにしてください。value の中には、スペースを入れないでください。

• value が必要な <tag> は、“req_certtype”、“req_keytype”、“req_keylength”、
“req_commonname” です。

• <tag>、“=”、value の前後のスペースまたはタブは許容されます。ブランク
行も許容されます。 

• 各コメント行は、“#” で始めてください。 

• 証明書要求ファイルは、PKCS #10 フォーマットになっています。これは
certauth ツールで受け入れ可能な入力として使用されて、要求が CA 署名
付きの証明書に変換されます。

参照 certauth
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certpk12 ユーティリティ

PKCS #12 ファイルを証明書ファイルとプライベート・キーにエクスポートま
たはインポートします。

構文 certpk12
{-O Pkcs12_file | -I Pkcs12_file}
[-C Cert_file]
[-K Key_file]
[-P key_password]
[-E Pkcs12_password]

certpk12 -v

パラメータ -C Cert_file

-O が「オン」の場合は PKCS #12 ファイルにエクスポートする証明書ファイル
の名前、-I が「オン」の場合は PKCS #12 ファイルからインポートする証明書
ファイルの名前を指定します。 

-K Key_file

-O がオンの場合は PKCS #12 ファイルにエクスポートするプライベート・
キー・ファイルの名前、または  -I がオンの場合は PKCS #12 ファイルからイ
ンポートするプライベート・キー・ファイルの名前を指定します。

-P Key_password

-K を指定しているプライベート・キーの保護に使用するパスワードを指定し
ます。-O がオンの場合は、プライベート・キーを PKCS #12 ファイルにエクス
ポートするためのパスワードが必要です。-I がオンの場合は、PKCS #12 ファ
イルからプライベート・キーをインポートしてからテキスト・ファイルに出力
するためのパスワードが必要です。 

-O Pkcs12_file

エクスポートする PKCS #12 ファイルの名前を指定します。ファイルの内容は、
証明書とプライベート・キー、証明書だけ、プライベート・キーだけの 3 つの場
合があります。-O または -I のどちらかがオンになっていなければなりません。

-I Pkcs12_file

インポートする PKCS #12 ファイルの名前を指定します。ファイルの内容は、証
明書とプライベート・キー、証明書だけ、プライベート・キーだけの 3 つの場合
があります。-I または -O のどちらかがオンになっていなければなりません。
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-E Pkcs12_password

PKCS #12 ファイルの保護に使用するパスワードを指定します。-O が「オン」
の場合は、パスワードを使用してエクスポートする PKCS #12 ファイルを暗号
化します。-I が「オン」の場合は、パスワードを使用してインポートする
PKCS #12 ファイルを解読します。パスワードは「トランスポート・パスワー
ド」とも呼ばれます。 

-v

certpk12 ツールのバージョン番号と版権メッセージを表示して、終了します。

例 1 この例では、証明書ファイル caRSA.crt とプライベート・キー・ファイル
caRSApkey.txt を PKCS #12 ファイル caRSA.p12 にエクスポートします。password
は caRSApkey.txt の解読に使用するパスワードです。pk12password は最終の
caRSA.p12 の暗号化に使用するパスワードです。

certpk12 -O caRSA.p12 -C caRSA.crt -K caRSApkey.txt 
     -P password -E pk12password

-- Sybase PKCS #12 Conversion Utility certpk12 Thu Nov 9 
16:55:51 2000--

例 2 この例では、証明書とプライベート・キーのある PKCS #12 ファイル caRSA.p12 を
インポートします。埋め込み証明書をテキスト・ファイル caRSA_new.crt に出力
し、埋め込みプライベート・キーをテキスト・ファイル caRSApkey_new.txt に出力
します。new_password を使用して caRSApkey_new.txt を保護し、pk12password を要
求して caRSA.p12 ファイルを解読します。

certpk12 -I caRSA.p12 -C caRSA_new.crt
  -K caRSApkey_new.txt  -P new_password -E pk12password

-- Sybase PKCS#12 Conversion Utility certpk12 Thu Nov 9 
16:55:51 2000--

注意 例 1 と例 2 を実行すると、caRSA.crt と caRSA_new.crt は同じ内容になりま
す。ただし、caRSApkey.txt と caRSApkey_new.txt はランダムに復号化されるの
で、同じにはなりません。

例 3 この例では、証明書ファイル caRSA.crt を PKCS#12 ファイル caRSAcert.p12 にエク
スポートします。pkcs12password を使用して caRSAcert.p12 を暗号化します。

certpk12 -O caRSAcert.p12 -C caRSA.crt -E pk12password

-- Sybase PKCS#12 Conversion Utility certpk12 Thu Nov 9 
16:55:51 2000--
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例 4 この例では、証明書のある PKCS #12 ファイル caRSAcert.p12 をインポートし
ます。埋め込み証明書をテキスト・ファイル caRSAcert.txt に出力します。
pk12password を要求して caRSAcert.p12 ファイルを解読します。

certpk12 -I caRSAcert.p12 -C caRSAcert.txt 
    -E pk12password

-- Sybase PKCS#12 Conversion Utility certpk12 Thu Nov 9 
16:55:51 2000--

注意 例 3 と例 4 を実行すると、caRSA.crt と caRSAcert.txt は同じ内容になります。 

使用法 • certpk12 がサポートしているのは、トリプル DES 暗号化方式により暗号
化された PKCS #12 ファイルだけです。

• 証明書要求者のプライベート・キーを署名済み証明書ファイルの最後に付
加します。 

• ファイルに servername.crt と名前を付けます。servername はサーバの名前
です。これを、$SYBASE/$SYBASE_ASE (Windows では 
%SYBASE%¥%SYBASE_ASE%) の下の証明書ディレクトリに置きます。

SSL 対応 Adaptive Server の起動には、このファイルが必要です。

参照 certreq と certauth
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